
  

  

 

 

 

 平成２９年７月の交流会で、おひさま交流会は８０回を迎えることができました。回数を重ねる

毎に参加者の人数が増え、現在は１回の交流会に５０～６０名の方が参加されています。 

 参加人数 

平成２７年度 ４９８名 

平成２８年度 ５８３名 

平成２９年（８月末時点） ２７２名 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月は調理活動！夏野菜カレーを６０人前つくりました。カレー班とポテトサ

ラダ班に分かれていざ調理！包丁を使うことが難しい方には、ホットプレートで

トッピングの野菜を焼いてもらい、６０人分のカレーの盛り付けを手伝っていた

だきました。全員で協力してつくったカレーはご家族にも大好評でした！ 

 

 

平成２９年度も下記の日程で「若年性認知症交流会おひさま」を開催予定です！ 

場所：こうべ市民福祉交流センター（中央区磯上通３－１－３２） 

日時：原則、毎月第３土曜日 １０：３０～１５：００ 

平成２９年  ９月２３日（土） ドッグセラピー・介護相談会 ※第４週 

１０月２１日（土）  RUN 伴イベントへ参加 

      １１月１８日（土）   未定 

      １２月１６日（土）   調理活動・クリスマス会 ※プレゼント交換をします！ 

平成３０年   １月２０日（土）  初詣・豆まき 

２月１７日（土）  おひさまカフェ 

３月１７日（土）  フラワーアレンジメント 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 若年性認知症交流会 

 

65 歳未満で発症した認知症を「若年性認知症」といいます。働き盛りに仕事や家事が十分にできな

くなることで、身体的にも精神的にも高齢者とは異なる生活課題があります。 

神戸市社協では、若年性認知症の本人・家族のニーズを把握し、若年性認知症支援のあり方の検討、

啓発、個別支援に取り組むため、交流会「おひさま」の定期開催や、初期・若年性認知症特化型デイサ

ービス「おひさまクラブ」を実施しています。また、「おひさまだより」等の発行を通して、若年性認

知症についての理解が広がることを目指しています。         №20 平成 29年 8月発行 

おひさま参加者が、明石で家族会を立ち上げられまし

た！活動の様子をご紹介します！ 

①立上げのきっかけ ②活動内容 ③メッセ―ジ 

①「もっと情報交換や愚痴を言い合える時間がほしい」と

思い、サロンでできた仲間と立上げました。 

②毎回５～６組の若年性認知症の方のご家族が来られて

います。ご本人が来られている場合もあります。はじめに

参加者同士で自己紹介→交流会→認知症に関するミニ勉

強会という流れで活動しています。昼食は１階のスーパー

へ買いに行きます。 

③途中参加、退室も可能です！ 

当日ふらっとお越しいただいて 

も構いません。ゆるりと参加し 

てください♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

平成２８年より、若年性認知症の 

方が山登りや外遊びを楽しむサ 

ークル「おひさま楽遊会」が発足 

しました！きっかけは若年性認 

知症の方から「高取山に登りた 

い」という相談が長田区社会福祉

協議会へ入ったこと。若年性認知症当事者の方やご家族の

方、地域の方々、医療・福祉の関係機関が協力して、楽し

く過ごせる場をつくろうと、このたび、「若年性認知症交流

会おひさま」の参加者が中心となって立ち上げました。 

今までに山登りを４回、ボーリングを１回実施していま

す。毎回の活動の中で、参加者が「やりたいこと」「行きた

いところ」を提案しています。 

 

 

 

 

 

 

 

〈おひさま楽遊会のお問い合わせ先〉 

長田区社会福祉協議会 

TEL：511-4277 

毎月第一火曜 

１０～１４時 

アスピア明石 

８階フリースペース 

参加費 100 円 

＜発行・お問い合わせ先＞ 

神戸市社会福祉協議会 こうべ認知症生活相談センター 

 神戸市中央区磯上通 3 丁目 1-32 こうべ市民福祉交流センター４階 

 TEL078-271-5081 FAX078-271-5366 Mail zigyou@with-kobe.or.jp 

URL https://www.with-kobe.or.jp/detail/ohisama/ 

認知症のご本人の活動をサポ

ートしてくださるボランティ

アの方も募集しています！ 

平成２７～２８年度で 

約８０名の参加者が増えて

います！ 

４月は生田川公園にてスプレ 

ーアートを行いました。A1 サ 

イズの紙にスプレーのペンキ 

を吹きかけ、宇宙をテーマに 

制作しました。瓶のふたを使 

って惑星の円を描いたり、ペ 

ンキが乾く前に新聞紙でこす 

ったりと楽しく参加しました 

♪ 

 

 

          

５月は神戸市北区大沢へいちご狩りに行きまし

た。甘～く、おいしいいちごをお腹いっぱい食べま

した。また、神戸フルーツ・フラワーパークと３月 

    に OPEN したばかりの道の     

駅大沢へも行きました。 

おいしい食べ物を食べ、お 

いしい空気を吸って大満 

足の１日でした！ 

 

６月は障害者スポーツ 

を専門にしているコーチ 

をお呼びして、リズム体 

操をしたり、トランポリ 

ンに乗ったりしました。 

午後からは交流センター 

周辺の清掃活動を行い、 

横断歩道や道路の植え込 

みの隅々までゴミを拾い 

ました。「ここにもあるよ～」と声を掛け合い、タバコの

吸い殻やペットボトルをゴミ袋いっぱいに拾いました。 

 

 

 

 

          

７月は七夕飾り付けと交流センター１階ホール

にて音楽鑑賞会を開催しました。「うみ」「茶摘み」

「しあわせなら手をたたこう」を大きな声で歌いま

した♪おひさま 

参加者以外にも 

ふらっと立寄っ 

て聞いておられ 

る方もおり、楽 

しいひとときを 

共有することが 

できました。 
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 ３月１８日のおひさま交流会をもちまして、平成２８年度のおひさま交流会を無事に終えること

ができました。今年度もたくさんのご参加があり、楽しい交流会となりました。ありがとうござい

ます！最近の交流会の様子を紹介します。 

１２月はクリスマス会を開催し、調理活動とプレゼント交換会を行いま

した。調理活動では、ホワイトシチューや牛肉とごぼうの混ぜご飯など 

ボリューム満点のメニューをおいしくいただきました。また調理活動だけ

ではなく、クリスマスの飾り付けも行いました。メリークリスマスの色画

用紙に毛糸のボンボンをつけ、ホワイ

トボードに飾りました。午後からは、

プレゼント交換会を行い、サンタとト

ナカイに変装した参加者からプレゼ

ントを順番にもらっていきました。

「こんなプレゼントがあたったよ～。

誰が用意してくれたプレゼント～？」

と大盛り上がり！ポインセチアから

マグカップ、海外のおみやげまでバラ

エティーにとんだプレゼント交換会になりました。 

 ２月はボランティアの方をお招きして、音楽鑑賞会をしました。

ピアノとサックスの演奏に癒されました♪懐かしの名曲をたくさ

ん歌いました。楽しすぎて踊りだしてしまう方もおられたり…太鼓

やカスタネットなどの打楽器を使って、みんなでセッション！アン

コールの情熱大陸の演奏では、自然と手拍子が起きました。「大き

な声で歌うと気持ちがいい！」と大好評でした。 

平成２９年度も下記の日程で「若年性認知症交流会おひさま」を開催予定です！ 

場所：こうべ市民福祉交流センター（中央区磯上通３－１－３２） 

日時：原則、毎月第３土曜日 １０：３０～１５：００ 

平成２９年 ４月１５日（土）スプレーアート     １０月２１日（土） 

      ５月２０日（土）いちご狩り       １１月１８日（土） 

      ６月１７日（土）            １２月１６日（土）クリスマス会 

      ７月１５日（土）       平成３０年 １月２０日（土） 

      ８月１９日（土）             ２月１７日（土） 

９月１６日（土）             ３月１７日（土） 

 

 １月２１日、認知症の人と家族の会兵庫県支部主催の認知症啓発

ウォークがありました。おひさまの参加者からは、ご本人・ご家族・

ボランティア等１１名が参加しました。コースは JR 三ノ宮駅から

交流センターまで、認知症啓発の旗を持って歩きました。寒さにも

負けず「認知症の人が住みやすいまちづくりを！」と元気にかけ声

をかけていきました。参加されたご家族からは「始めははずかしい

気持ちもあったけれど、一生懸命にかけ声をかけました！」という

言葉があり、一般の方へ認知症の理解を伝える機会となりました。 

若年性認知症交流会おひさまでは、若年性認知症のご本人をサポートしてくださるボランティア

を募集しています。活動内容としては、室内ゲームやスポーツ、制作活動、調理活動にご本人と一

緒に参加していただきます。ボランティアにはご本人が楽しく、安全にプログラムに参加できるよ

う、移動の付き添いやお話、見守りをお願いしています。直接、体に触れるような介助は必要あり

ません。また、年に２回程度、交流センターの外に出て活動することもあります。ご家族の介護を

終えられた方、介護サービス事業所のスタッフ等、若年性認知症に関心のある方のご参加をお待ち

しております。 

＜発行・お問い合わせ先＞ 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業課 

〒651-0086 神戸市中央区磯上通 3 丁目 1-32 

こうべ市民福祉交流センター４階 

 

電話 078(271)5316 FAX 078(271)5366 

Mail zigyou@with-kobe.or.jp 

URL https://www.with-kobe.or.jp/detail/ohisama/ 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 若年性認知症交流会 

 

65 歳未満で発症した認知症を「若年性認知症」といいます。働き盛りに仕事や家事が十分にできな

くなることで、身体的にも精神的にも高齢者とは異なる生活課題があります。 

神戸市社協では、若年性認知症の本人・家族のニーズを把握し、若年性認知症支援のあり方の検討、

啓発、個別支援に取り組むため、交流会「おひさま」の定期開催や、初期・若年性認知症特化型デイサ

ービス「おひさまクラブ」を実施しています。また、「おひさまだより」等の発行を通して、若年性認

知症についての理解が広がることを目指しています。         №19 平成 29年 3月発行 

 このたび、３月末をもちましてこうべ認知症生活相

談センターを退職することになりました。 

これまでお世話になりましてありがとうございまし

た。 

平成２７年度の途中からの参加で、毎回参加させて

いただくようになったのは、その後半からでしたが、

おひさまに参加させていただき、お話やレクリエーシ

ョン、お食事など皆さんと一緒に過ごして、元気をた

くさんもらいました。「おひさま」の名前どおりあた

たかい場所で大好きです。また、機会がありましたら

参加させていただきたいと思います！ 

こうべ認知症生活相談センター 

長谷川 智美                        

Ｈ２５年度４月からおひさまに参加させて頂きま

したが、３月末に退職します。あっという間の４年間

でした。 

このおひさまという”居場所”でご家族様、ご本人様

に出会えたことをうれしく思います。楽しい思い出が

いっぱいです。遠足、レクリエーション、演奏会。 

皆様の笑顔や笑い声が、この居場所を支えていること

を感じさせられた４年間でした。これからもこのおひ

さまが皆様にとってホッとできる場所であったらい

いなと思います。また、お会いできる日をたのしみに

しています。 

有難うございました。 

 福祉事業２課  稗田 洋子  

～編集後記～ 

あだち） 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1477551978/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltYWdlLmJsb2dtdXJhLmNvbS91c2VyLzYzLzMxMTI3NS81ZjNzc2kzZS5qcGc-/RS=^ADB3Ry152wPfKgnIeGQ2nDzSRPb6po-;_ylt=A2Rivc_qVRBYaWIA81WU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1490149199/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5zb3phaS1saWJyYXJ5LmNvbS93cC1jb250ZW50L3VwbG9hZHMvMjAxNC8wNi8yMDA5LTQ1MHgzMzcuanBn/RS=^ADBHOhde2EcIUebAdh197L1XE_7aV8-;_ylt=A2RCK_vPjdBY7jwA12OU3uV7


おいしく 

いただきました！ 

武家屋敷の美しい

町並みを散策♪ 

  

  

 

 

 

 

 

 

＜調理活動＞ 

 ８月の交流会では夏野菜カレーづくりをしました。いつもお世話になって

いる家族に、感謝の気持ちをこめて料理のプレゼント！カレー６０人前をス

タッフがお手伝いしながら、ご本人が中心となって完成させました。みなさ

ん華麗な包丁さばきで、野菜を切られていました。４つの班に分かれて調理

していたのですが、各班で野菜の切り方やカレーの濃さが違っていろいろな

味のカレーを味わうことができました。始めは「できるかなぁ～」と不安な

声も上がっていましたが、調理がすすむにつれ、使ったお皿や調理器具を洗

ったり、ごはんの盛り付けをしたりとそれぞれが自分の役割を見つけて協力し、無事終えることが

できました。ご家族からも「やっぱり手作りのごはんはおいしいね！」と大好評でした。 

＜芋ほり＞ 

 おひさま交流会では、毎年１回遠足へ出かけています。昨年度はバスに乗り、淡路島や丹波篠山

へ行きました。今年は１０月の交流会にて、神戸市西区押部谷町木津に

芋ほりへ行きました。現地では公民館を借りて、ゆっくりと過ごし、く

つろぎながら大自然のおいしい空気をたくさん吸いました。メインイベ

ントの芋ほりでは、土にまみれながらも鳴門金

時をたくさん収穫！一つひとつのお芋がとて

も大きくみなさん驚かれていました。家に帰っ

てからどんなお芋料理をつくろうかと楽しみ

にしながら袋に詰めておられました。その後は参加者全員で、スプーンリレ

ーや魚釣りならぬ芋釣りゲームを楽しみました。天候にも恵まれケガもなく、

笑顔で終えることができました。現地でお世話になったみなさまありがとう

ございました。来年もみなさんと楽しい遠足に行けますように！ 

以下の日程で「若年性認知症交流会おひさま」を開催予定です！ 

 

平成２８年 １２月１７日（土）調理活動・クリスマス会 

 

平成２９年 １月２１日（土）柔道整復師の先生による転倒予防体操 

      ２月１８日（土）フラワーアレンジメント 

      ３月１８日（土）調理活動 

 

１０月２７日にデイサービス利用者のご家族が参加されているお

ひさまカフェにて、オムツ・リハビリ

パンツの講習会を行いました。（株）

リブドゥコーポレーションの方に講

師をお願いし、ご家族９名が参加され

ました。まずは排尿のメカニズムを知るために、自分の１日排尿回数

や量を考えていきます。いざ考えてみると、「１日に結構行っている

なあ」「１回で出切らないこともあるよね」という声もありました。 

 次は介護する人も介護される人の気持ちを知るということで、実際にご家族と職員もリハビリパ

ンツを履いてみました。始めは少し照れくさかったのですが、リハビリパンツをフィットさせる方

法や失敗したときの脱がせ方などを教えていただくにつれて、みなさん真剣な表情

へ変わっていきます。リハビリパンツの中に、実際にパットを入れる練習も行いま

した。介護される人の気持ちを知り、その人に合った道具を使うということを教え

ていただきました。白い紙パンツに抵抗があるという人には、「布製リハビリパン

ツはいかがでしょうか」とのアドバイスも！おむつや介護用品等のアドバイスをし

てくれる京都のむつき庵の紹介もありました。 

京都むつき庵【ホームページ】http://mutsukian.com/ 

 

 ９月に兵庫県社会福祉協議会が主催している若年性認知症の当事

者グループ、認知症とともに歩むひょうごの会の地域会が行われまし

た。地域会ではメンバーの居住地へ行き、開催する会議です。兵庫県

たつの市にある古い民家を利用した飲食店の「日山ごはん」へ行って

きました！ここではＮＰＯ法人いね

いぶるが障がい者の就労支援をしています。 

午前中はたつの市龍野地区の美しい町並み

を認知症のご本人に案内してもらい、みんな

で散策！お店や銀行までもが武家屋敷のよう

で、「これが銀行？」と驚きの声があがっていました。昼食は日山ご

はんにて、お弁当をおいしくいただきました。午後からは障がい者

の就労（復職）の支援についてお話を聞き、意見交換を行いました。「少しの

サポートと工夫があれば、まだまだできることがたくさんある」というお話

があり、実際にこんなサポートがあったらいいなと思うことを挙げていきま

した。認知症だからこそ気づくことがあり、仲間と共有しながら活動してい

ます♪ 

 

 

 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 若年性認知症交流会 

 

65 歳未満で発症した認知症を「若年性認知症」といいます。働き盛りに仕事や家事が十分にできな

くなることで、身体的にも精神的にも高齢者とは異なる生活課題があります。 

神戸市社協では、若年性認知症の本人・家族のニーズを把握し、若年性認知症支援のあり方の検討、

啓発、個別支援に取り組むため、交流会「おひさま」の定期開催や、初期・若年性認知症特化型デイサ

ービス「おひさまクラブ」を実施しています。また、「おひさまだより」等の発行を通して、若年性認

知症についての理解が広がることを目指しています。         №18 平成 28年 12月発行 

＜発行・お問い合わせ先＞ 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業課 

〒651-0086 神戸市中央区磯上通 3 丁目 1-32 

こうべ市民福祉交流センター４階 
 

電話 078(271)5316 FAX 078(271)5366 

Mail zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL http://www.with-kobe.or.jp 

10：30～15：00 に 

こうべ市民福祉交流センター

にて開催しています。 

いっぱいとれ

ました！！ 
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平成 28 年度より、新しくおひさま交流会を担当しています藤原です。みなさんと一緒に楽しい会

にしていきたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

 ４月の交流会では、東遊園地にお散歩へ行きました。お散歩の

途中では地元の食材を使ったファーマーズマーケットがあり、み

なさん思いおもいに買い物を楽しまれていました。また、交流会

に参加されているご家族の方の描かれた絵が市民ギャラリーに

飾られているということで、みなさんで芸術鑑賞をしました。作

者から絵の解説もしていただき、充実した１日となりました。 

 １日中外にいたのでみなさんお疲れかなと思いましたが、帰り

道もとても元気に歩かれ、私がみなさんについていくのに必死な

くらいでした。 

 ５月の交流会では、ボランティアの方にオカリナの演奏をして

いただきました♪懐かしい曲

を十数曲演奏していただき、

みなさん大きな声で歌われて

いました。最後にはアンコー

ルも起こり、「しあわせなら手をたたこう」を最後まで歌いま

した。オカリナ６本の力強いハーモニーの壮大さと、どこか素

朴で懐かしいオカリナの音色が美しく、心がうっとりとし、楽

しいひと時を送ることができました。 
 

◎交流会の中では、ご本人と一緒に活

動してくださるサポーターの方を募

集しています。関心のある方は、事務

局まで、ご連絡お待ちしています。 

 

 

 

平成２８年度も以下の日程で「若年性認知症交流会おひさま」を開催予定です。 

場所：こうべ市民福祉交流センター（中央区磯上通３－１－３２） 

日時：原則、毎月第３土曜日 １０：３０～１５：００ 

①  7 月 16 日（土）落語会              ～２０１７年～ 

② 8 月２0 日（土）調理活動          ⑩ １月２１日（土）調整中 

③ 9 月１7 日（土）勉強会（薬について） ⑪ ２月１８日（土）フラワーアレンジ(ひな祭り) 

④ 10 月２２日（土）芋掘り（第４週）  ⑫ ３月１８日（土）調理活動 

⑤ 11 月 19 日（土）リースづくり 

⑥ 12 月 17 日（土）調理活動（クリスマス会）                          

 
 

須磨在宅福祉センターにて、初期・若年性認知症の特化型デ

イサービスとして活動しているおひさまクラブの様子を紹介

します。週１回木曜日に、男性 12 名が利用されています。（定

員 12 名） 

 

おひさまクラブでは、利用者がし

たいことを出し合い、何をしていく

か決めていきます。その中でも「畑

作業をしたい！」という意見がたく

さんありました。どんな苗を植える

か話し合い、成長していく姿を楽しみにしています。大きなクワを振って、

土を耕す方がいたり、肥料の入れる順番を教えてくれる方がいたり、それ

ぞれ得意なことを活かして全員で苗を植えていきました。私も数ある収穫

物の中からそら豆をいただきました。利用者の方が、さやから一粒ずつ丁

寧に取り出してくださり、ホク

ホクのそら豆をいただきました。 

 他には、室内でゲームや巨大紙芝居の作成をしたり、

６月には畑でとれた玉ねぎを使って、カレーづくりをした

りしました。外では畑作業だけでなく、妙法寺近くの勝福

寺までお散歩などにも行っています。 

私、藤原も中学生から続けているトロンボーンのミニ演

奏会をさせていただき、トロンボーンの音色を利用者の方

に聞いていただきました。このように皆さん自分のできる

ことを活かし、また苦手なことは助け合いながら活動して

います。毎回、笑顔が絶えない楽しいひと時を過ごしてい

ます。 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 若年性認知症交流会 

 

65 歳未満で発症した認知症を「若年性認知症」といいます。働き盛りに仕事や家事が十分にできな

くなることで、身体的にも精神的にも高齢者とは異なる生活課題があります。 

神戸市社協では、若年性認知症の本人・家族のニーズを把握し、若年性認知症支援のあり方の検討、

啓発、個別支援に取り組むため、交流会「おひさま」の定期開催や、初期・若年性認知症特化型デイサ

ービス「おひさまクラブ」を実施しています。また、「おひさまだより」等の発行を通して、若年性認

知症についての理解が広がることを目指しています。         №1７ 平成 28年 7月発行 

＜発行・お問い合わせ先＞ 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業課  

 神戸市中央区磯上通 3 丁目 1-32 こうべ市民福祉交流センター４階 

電話 078(271)5316 FAX 078(271)5366  

Mail zaitaku@with-kobe.or.jp  URL http://www.with-kobe.or.jp 

音楽・制作活動など

楽しいプログラム

も募集中です！ 

おひさまのもとで 

お弁当を食べました！ 
美しいオカリナの演奏を聞いて 

大きな声で歌いました♪ 

 6 月２７日に兵庫県社会福祉協議会が事務局をつとめる当事者グループ「若年性認知症とともに歩

むひょうごの会」の第１回全体会に参加してきました。この会では、おひさま交流会・おひさまクラ

ブの利用者の方も当事者として参加されています。 

今年度は、発信するということを目標にして活動しています。 

当事者からは、「地域の認知症カフェへ行きたい。」「成果物をつくって 

知事に直接届けにいこう！」などとたくさんの意見がでました。その中 

でも就労と外出について、大きく２つのテーマがあがりました。就労に 

ついては、当事者の方からさまざまな思いを聞きました。「仕事をする上 

で何ができて、何ができないのかが分からず、続けたいという気持ちよりも不安が勝ってしまう。」「今

仕事を続けている人は、前向きに続けてほしい。一度辞めてしまうと新しく始めることは難しい。」な

ど、当事者ならではの思いを聞くことができました。私もサポーターとして当事者の方々と楽しみな

がらも、社会へ問題提起ができるようお手伝いさせていただきたいと思っています。 
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本人も笑顔いっぱいで、孫も祖母の

笑顔に感激していました。 

次の目標は、満７０歳の誕生日に一

緒に北海道旅行に行くこと！ 

  

  

 

 

 

 

 

平成 27 年度も、全１２回の交流会を無事開催することができました！今年度は、毎回１～２組、

新しい方のご参加があり、ご本人・ご家族、ボランティアさん、スタッフ総勢５０名近い人数で、

活動する回もありました。 

 毎回交流会のはじめには、自己紹介を兼ねてお一人ずつにマイクを回し

ています。病気に関することだけでなく、最近あった面白い話や、季節の

おすそ分けなど、豊富な話題が飛び交い、自然と心がほぐれます。 

 初めて参加される方は、緊張された様子も見られますが、継続して参加

されている方が声をかけ、情報交換や昼食時にお話しするうちに自然と溶

け込んでいらっしゃる様子がみられます。ご本人の活動の中でも、少しサ

ポートが必要な方への声掛けや手助けが、参加者同士で自然とされていま

す。こういった参加者のみなさんの行動や姿勢が、おひさまのあたたかい

雰囲気を作っているんだなぁと感じています。 
  

 今月、平成２２年におひさまが始まった当初からの参加者で、昨年

入所された T さんが、ご主人、お孫さんと一緒に電車に乗って久しぶ

りに参加してくださいました。以前から会場の雰囲気も変わっていて

心配な部分もありましたが、久しぶりに会うメンバーからの声掛けが

あったり、おひさまの雰囲気を感じていただけたのか、すてきな笑顔

で１日一緒に過ごしていただけました。 

T さんご夫婦は、同じようにご本人が入所されている N さんご夫婦

と普段から協力し合い、どちらかのご家族がサポートして、お互いに

外出できるように工夫されていると教えてくださいました。普段の生

活の場でも、近況報告や困ったときに連絡を取れる仲間やサポーター

の存在の大きさを感じました。 
 

◎交流会の中でも、ご本人と一緒に活動してくださるサポーターの方を募集しています。関心のあ

る方は、事務局まで、ご連絡お待ちしています。 

 

平成２８年度も以下の日程で「若年性認知症交流会おひさま」を開催予定です。 

場所：こうべ市民福祉交流センター（中央区磯上通３－１－３２） 

日時：原則、毎月第３土曜日 １０：３０～１５：００ 

① ４月２３日（土）★第４土曜日に変更   ⑦ １０月１５日（土）遠足（予定） 

② ５月２１日（土）オカリナ演奏会     ⑧ １１月１９日（土） 

③ ６月１８日（土）            ⑨ １２月１７日（土） 

④ ７月１６日（土）落語会         ～２０１７年～ 

⑤ ８月２０日（土）            ⑩ １月２１日（土） ⑪ ２月１８日（土） 

⑥ ９月１７日（土）            ⑫ ３月１８日（土） 

 

交流会おひさまには、「自分たちの地域でも交流会を始めよう」と見学・参加してくださる方もいら

っしゃいます。その中で、今年度立ち上がった 2 カ所の交流会の「①立上げのきっかけ」「②一日の

流れ」「③メッセージ」をご紹介します。 

＜若年性認知症ふれあいサロン（尼崎市内）＞ 

昨年 11 月に第 1 回を開催されたふれあいサロン。今回、おひさまスタッフも参加してきました。 

①尼崎でも、若年性認知症の本人や家族が集える場があったらいいなぁ～」というご家族の声が

立上げのきっかけです。２回目には４３名もの方にご参加いただきました。ご本人、ご家族、

医療・介護、行政が集まって、これからの若年性認知症への理解を深めていく場となり、もっ

とたくさんの方に来てもらえるようにしていきたいです。 

 ②13：30～自己紹介 → 全員で歌を歌ってほぐれた後は「ご本人プログラム（この日は音楽）」

と「情報交換会」に分かれて活動 → それぞれの感想を聞いて 15：30 に会が終わります。 

 ③兵庫県内の若年性認知症サロンを見学させていただいたり、ご家族、ご本人のお話を聞かせて

いただき、ご支援を受け、やっと立ち上げるこ

とが出来ました。本当にありがとうございまし

た。みなさまのあたたかい気持ちを受け継いで、

尼崎でもサロンが定着していくようにこれから

も連携して、つながって、活動を続けていきた

いです。 

【参加したスタッフの感想】 

「地域の人が一人でも多く、優しい目で見守ってくれるような地域を作りたい」と、主催者の

尼崎市地域包括支援センター出口さんの働きかけで、ご本人やご家族が繋がる場だけでなく、多

種専門職の参加もありました。地域ぐるみで若年性認知症について話しつながる場になっていま

した。  お問い合わせ先 尼崎市「大庄南」地域包括支援センター（尼崎市大庄西町 4-3-9） 

電話：06-6417-0125 FAX：06-4950-4715   
 

＜若年性認知症支援の会あおぞら（神戸市北区緑町）＞ 

神戸市北区で介護保険のデイサービス施設で開始された交流会です。 

①当施設では、休館日に地域に場所を開放して広く活用していただくことを

目的として、毎月第 4 土曜日（10：30～15：00）に若年性認知症の会を

始めました。北区本区ではまだ活動していない現状も踏まえて、月 1 回だ

けでも、会を開いていきたいと考えております。 

 ②特に決まったプログラムなどは用意しておりません。まずは、介護されて

いるご家族の交流の場となることを目指しています。活動については参加

者の状況などに応じて、毎月参加される皆さんが和んでいただけるような

内容を一緒に考えていきたいと思っています。 

 ③場所としては決して広くもなく、プログラムとしても大したことはできな

いと思いますが、デイサービスの特徴でもあるアットホームな

環境の下、色々な交流ができると思っております。また、庭に

は畑もありますので、季節に応じた畑作業を一緒にしながら楽

しんでいきたいと思っております。 

お問い合わせ先 はるの家（神戸市北区緑町 5 丁目 2-7）      

電話：078-581-7788 FAX：078- 581-7772 

メール：yumezou@etude.ocn.ne.jp 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 若年性認知症交流会 

 

65 歳未満で発症した認知症を「若年性認知症」といいます。働き盛りに仕事や家事が十分にできな

くなることで、身体的にも精神的にも高齢者とは異なる生活課題があります。 

神戸市社協では、若年性認知症の本人・家族のニーズを把握し、若年性認知症支援のあり方の検討、

啓発、個別支援に取り組むため、交流会「おひさま」の定期開催や、初期・若年性認知症特化型デイサ

ービス「おひさまクラブ」を実施しています。また、「おひさまだより」等の発行を通して、若年性認

知症についての理解が広がることを目指しています。         №16 平成 28年 3月発行 

色んな会に参加する

ことで、自分にあう会

を見つけたり、新しい

出会いや発見があり

そうですね！ 

ちょっと手伝おか？ 

苦手なことは無理せんで

ええんや。 

＜発行・お問い合わせ先＞ 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業課  

 神戸市中央区磯上通 3 丁目 1-32 こうべ市民福祉交流センター４階 

電話 078(271)5316 FAX 078(271)5366  

Mail zaitaku@with-kobe.or.jp  URL http://www.with-kobe.or.jp 

次回は６月１８日(土）を予定。尼崎市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞおよびﾁﾗｼでご案内します！ 

音楽・制作活動など

楽しいプログラム

も募集中です！ 



  

  

 

 

 

 

 

 

交流会「おひさま」では、毎年１回バスツアーを行っています。これまで、芋ほりや城

崎温泉、淡路島散策に行きました。 

今年は、農業体験を通して都市と農村との交流活動をされている「ふるさとひょうご創

生マイスター18」さんにご協力いただき、兵庫県篠山市へ黒豆の枝豆狩り体験に行ってき

ました。 

10 月 17 日。大型バスに乗り、総勢 43 人で出発！少し長いバス移動ですが、おしゃべりや

ギター演奏に合わせたカラオケをしていたらあっという間に第 1 目的地「県立ささやまの森公園」

に到着。昼食を食べた後、自然いっぱいの森公園を散策。写真を撮ろうとうろうろ

していると、夢中で何かを拾う参加者の姿が。いっぱいになった手の中には、帽子

をかぶったまんまるのどんぐり！神戸では見かけないかわいい姿に一緒になって

癒されました(*^^) 

さて、散策後はメインイベントの枝豆狩り体験です。ひろ～い畑の奥から一人二株

採ってきて、袋詰めをします。枝が長いからなのか、みなさん背筋をシャンとして、

大きな株を両手に持って颯爽と歩いてきます。その表情は自信がみなぎっているよう

でした。 

あとはコツコツと豆を枝からもいでいきます。日差しが暑い中でしたが、楽しく、

真剣に作業される姿に、自然の力や役割の大切さを感じた時間でした。 

いつものバスツアーより長距離の移動でしたが、お天気にも恵まれ、

枝豆もたくさん持って、みんな笑顔で帰ってくることができました。 

企画してくださったふるさとひょうご創生マイスター18 の皆さまと、

現地でお世話になった皆さま、本当にありがとうございました。 

また、来年も楽しいバスツアーができますように！ 

 

 

 

 

 

「今日は、この大きな紙芝居をみなさんに見ていただこうと思いやってきました。

この大きな紙芝居は私たちが作りました。一生懸命練習してきたので、よ～く聞い

てくださいね。それでは『キリンちゃんのおさんぽ』のはじまり、はじまり～。」 

10 月某日、初期・若年性認知症特化型デイサービス「おひさまクラブ」のメンバーは、緑のオリ

ジナルベストを着て、須磨区内の児童館へ行ってきました。紙芝居公演を始めて 12 回目の公演会で

す。今回のお客さんは２～３歳児の親子 11 組、いつもより小さなお客さんの目は大きな紙芝居にく

ぎ付けで、最後まで集中してお話を楽しんでくれました。 

紙芝居のあとは、新聞紙をちぎって一緒に遊びました。あっという間に打ち解

けて、大人も子どもも笑顔で大はしゃぎ！ 

終了後のアンケートでも、以下のようなうれしい声をいただきました。 

 みなさん社交的でやさしく、子どもたちと楽しく遊んでくださって親子ともに楽しい時間でした。 

 笑顔で遊んでくれてとても優しい方々だぁと思いました。大変な時もあるのでしょうが、頑張っ

ておられると思いました。 

 認知症とは思えないほどで、イメージが変わりました。 

 表情が穏やかで、もっとこういう機会があればいいと思いました。 

今回、事前に児童館職員や参加される保護者に対し、若年性認知症のことをお伝えする時間を設け

ました。正しく理解していただくことで、大きな混乱もなく双方が楽しく時間を過ごすことができ

ました。このような活動を通じて、認知症について理解する場づくりも進めて行きたいと思います。

紙芝居公演のご依頼もお待ちしています♪ 
 

 「仕事を辞めて毎日暇で、行くところがない」と相談を受け、ご紹介した NPO法人 COREnnection

さんにおじゃましてきました。若年性認知症と診断された方の「働く場所」として、

長田区で、就労支援を中心とした支援をされています。 

 仕事内容は、靴のまち長田の特色を活かし、靴職人やデザイナーと協力し、レザ

ー・ペーパークラフトの製作です。見学に伺った日は、革を使ったクリスマスオー

ナメントを作っておられました。和気あいあいと、認知症についても隠すことなくお話をされてい

る雰囲気に「安心感」を感じる空間でした。ご紹介したご本人も「病気の事も色々教えてくれるし、

やることがあって嬉しい。楽しいよ！」といつも教えてくださいます。 

作られた製品は、毎月第４土曜日に開催される「湊川公園手しごと市」やイン

ターネットで販売され、売上はご本人の収入に反映されます。おしゃれな鞄や小

物もたくさん作られています。見て興味を持つこと、買うことでも応援になりま

す。一度覗いてみてはいかがでしょうか♪  

【ホームページ】http://corennection.com/ 

【Facebook】https://m.facebook.com/corennection/（日々の活動をFacebookで紹介されています） 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 若年性認知症交流会 

 

65 歳未満で発症した認知症を「若年性認知症」といいます。働き盛りに仕事や家事が十分にできな

くなることで、身体的にも精神的にも高齢者とは異なる生活課題があります。 

神戸市社協では、若年性認知症の本人・家族のニーズを把握し、若年性認知症支援のあり方の検討、

啓発、個別支援に取り組むため、交流会「おひさま」の定期開催や、初期・若年性認知症特化型デイサ

ービス「おひさまクラブ」を実施しています。また、「おひさまだより」等の発行を通して、若年性認

知症についての理解が広がることを目指しています。         №15 平成 27年 12月発行 

＜発行・お問い合わせ先＞ 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業課 

〒651-0086 神戸市中央区磯上通 3丁目 1-32 

こうべ市民福祉交流センター４階 
 

電話 078(271)5316 FAX 078(271)5366 

Mail zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL http://www.with-kobe.or.jp 

若年性認知症交流会「おひさま」は、  

毎月第 3 土曜日に開催しています！ 

次回 12 月 19 日(土)はみんなで一緒に 

「おひさま料理教室」です！ 
※事前にお申込みください。 

＜平成 28 年の予定＞ 

1 月 16 日・2 月 20 日・3 月 19 日 

それぞれ土曜日の 10：30～15：00 

認知症を発症しても、前向きに、家庭や地域、職場での

生活を続けている方がたくさんいます。 

まだ具体的な困りごとがなくても、交流会などを通じて

早い時期から新しい繋がりや仲間を作っておくことは、病

気を正しく理解し、今後のことを前向きに考えていく上で

大切です。 

私たちも、病気の症状やご本人のこと等をお聞きし、ど

のような形でご本人が社会とのつながりをもち、活躍でき

るかを一緒に考えて行きたいと思っています。診断をされ

て、まだ参加や相談を迷っておられたら、一歩踏み出して

みてください。 

おひさまに来てくださったご家族が、

「自分の地域にも若年性認知症の本人

や家族が集える場所があればなぁ」と、

地域包括支援センターや尼崎市社協と

一緒に考え、『若年性認知症ふれあいサ

ロン』を今年 11 月 14 日（土）に開催

されました。 

次回は平成 27年 2月頃に開催計画中と

のことです！ 

＜お問い合わせ先＞ 

尼崎市「大庄南」地域包括支援センター 

☎ ０６－６４１７－０１２５ 



  

  

 

 

 

 

 

平成 27 年１月で、月１回の交流会「おひさま」が開催 50 回を迎えました。 

参加者の中には、症状の進行により参加が難しくなった方も多いですが、ご自分の身近な地域で

会を立ち上げ、同じ悩みを持った方々を支援されているご家族もいらっしゃるようです。交流会で

はお会いできなくても「頑張っているよ！」とご様子をお聞きできると、安心すると同時に、その

パワーに私たちも励まされています。 

新しい参加も増えています。最初は不安そうな表情をされている方も、帰るころには笑顔でお話

しされている様子を見うけます。ご家族が先に様子を見に参加され「次回は本人も一緒に来たい！」

と言ってくださる方もいらっしゃり、継続して参加していただくことで、その時々にあった生活や

介護を相談できると考えています。 

月に１回の活動ですが、ご本人・ご家族・ボランティアの方々と一緒に、日々の生活に少しでも

ハリが出るような会をこれからも続けていきたいと思います。ご家族は「ほっ」とでき、ご本人は

「楽しい」「嬉しい」を感じられるようなお手伝いしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 4 月、神戸市社会福祉協議会内に「こうべ認知症生活相談センター」を開設しました。 

毎月の交流会にも相談員が参加しています。相談員も交流会での情報交換やご本人との関わりを

日々の相談業務にも活かし、頼れる相談窓口になるよう日々頑張っています！ 

交流会以外の時間でも、ご不安や疑問があればお気軽にご相談ください。相談電話 078-271-5081 

 

 

 

須磨在宅福祉センターに場所を移し、今年の 6月 5 日で 1年が経ちました。 

８名の方が参加されています（定員 12 名） 
 

６月４日 センターの一角にある畑に野菜の苗を植えました。 

昔取った杵柄！かつて学生に園芸を指導されておられた F さん！ 

慣れた手つきで鍬を持ち、フカフカの畑ができあがりました！収穫が今から楽しみです♪ 

 

 

 

 

 

 

 

大型紙芝居を作り、 

ご近所の保育所へ出前一丁♪ 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 若年性認知症交流会 

 

65 歳未満で発症した認知症を「若年性認知症」といいます。働き盛りに仕事や家事が十分にできな

くなることで、身体的にも精神的にも高齢者とは異なる生活課題があります。 

神戸市社協では、若年性認知症の本人・家族のニーズを把握し、若年性認知症支援のあり方の検討、

啓発、個別支援に取り組むため、交流会「おひさま」の定期開催や、初期・若年性認知症特化型デイ

サービスを実施しています。また、「おひさまだより」等の発行を通して、若年性認知症についての  

理解が広がることを目指しています。 

  №14 平成 27年 7月発行 

毎月第３土曜日 １０：３０～１５：００を定例としています。 

場所はこうべ市民福祉交流センター内です。 

7 月 18 日（土）「夏の健康講座」 

8 月２２日（土）★第 4土曜に変更しています。ご注意ください。 

9 月 19 日（土）おひさま秋まつり 

10 月 17 日（土）１０：００～１７：００（予定） 

「丹波篠山の黒豆の枝豆刈り体験バスツアー」 

          

 

 

 

交流会は、毎月第３土曜日 10：30～15：00 を定例としています。 

場所は原則、こうべ市民福祉交流センター内（神戸市中央区磯上通 3 丁目 1-32）です。 

 平成 27 年 7 月 18 日（土）「夏の健康講座」 

 平成 27 年 8 月 22 日（土）★第 4 土曜に変更しています。ご注意ください。 

 平成 27 年 9 月 19 日（土）「おひさま秋まつり」好評の調理活動です！ 

 平成 27 年 10 月 17 日（土）10：00～17：00／集合：湊川神社（予定） 

『丹波篠山・黒枝豆刈り体験バスツアー（日帰り）』 

各月の詳細・お申込は、毎月発行しているチラシによりご確認下さい。 

チラシは神戸市社協ホームページ、各区の社会福祉協議会等でご覧いただけます 

10 月バスツアーについては定員の都合上、早めに募集開始・締切りますのでご注意ください。 

 

          

 

 

 

廣瀬がご報告

します！ 

４月から交流会「おひさま」と「おひさまクラブ」に参加している前田です。 

「ここ（おひさま）に来て本当によかった。話を聞いてもらうことができて、ここに来たときは笑顔にな

って帰れます。また明日からがんばります！」。情報交換会の参加者から頂いた感想です。 

 情報交換会では、日頃の心配事、悩み、知りたいことなど、思いを話されます。その思いに答えようと

話に寄り添って聞いてくれています。そして、参考になればと参加者が自身の体験談や経験しているから

伝えることのできるアドバイスをしてくださり、相手が元気になれるような言葉かけをされています。 

 介護者同士、同じ悩みを持つもの同士として、相手の役に立ちたいという思いがいっぱいあって、おひ

さまのようにあたたかい、支え合う気持ちにあふれているところなので、笑顔になってもらえる場所なの

だと思います。これからも皆様が笑顔になっていただける場所でありたいと思っています。 

交流会に参加 

している相談員 

真鍋です。 

引き続きよろしく 

お願いします！ 

長谷川です。皆様の 

安らぎの場所になれる

よう一緒に参加させて

いただきますのでよろ

しくお願いします。 

＜発行・お問い合わせ先＞ 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業課 

 神戸市中央区磯上通 3丁目 1-32 

こうべ市民福祉交流センター４階 
 

電話 078(271)5316 FAX 078(271)5366 

Mail zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL http://www.with-kobe.or.jp 

～編集後記～ 

先日、若年性アルツハイマー型認知症をテーマ

にした映画『アリスのままで』を観ました。  

本人の仕事、夫の転勤、娘の出産…若年性だか

らこそ直面する生活課題に対する本人・家族の

想いや葛藤が描かれていました。 

そして、いつまでも感情を感じる力は残ってい

るということを伝えているようでした。 

最近、様々なメディアで認知症について取り上

げられていますが、病気を怖いと思うだけでな

く、正しく理解して見守ってくれる人が増えれ

ばいいなぁと思います。（あだち） 

 

カーチャリング（手作りカーリング）

や玉入れなど身体を動かすゲームは

大盛り上がり！ 
 

デイサービスへの送迎で一緒に来ら

れる家族の方は、別室で情報交換 



  

  

 

 

 

 

 

 

今年度に入って、若年性認知症と診断された方から若年性認知症交流会（おひさま）や若年性認

知症特化型デイサービス（おひさまクラブ）について、２０件を超える問合せがありました。 

問合せまでのルートは、「家族がインターネットで見つけた」「病院で行ってみるよう紹介された」、

病院の相談員から「介護者が抱え込み、疲れているようで心配。一度ほかのご家族の話を聞いてほ

しい」と紹介を受けることもありました。その内、実際に参加された方は問合せの半数以下でした。 

日時や場所が合わないという問題もありますが、新しい場所に行くときには少なからず不安を覚え

るものです。 

そこで、参加にふみ出せていない方に実際の参加者の声を届けたいと、兵庫県社会福祉協議会が

中心となり、県下の交流会や家族会の情報を集めた紹介シートやリーフレットを作成中です。 

おひさまでも、１月の交流会で『交流会参加までに悩んでいたこと、参加してよかった・変わっ

たこと、同じ病気で悩んでいる方へのメッセージ』を書いていただきました。おひさまだよりでも

一部紹介させていただきます。 

＜ご本人より＞ 

☀ゆったりしたプログラムでいいと思います。ふみだす勇気はいりますが、まずは第一歩が大切 

ではないでしょうか。 

☀参加することで楽しみが広がっていくのでいろいろ行事を楽しんだらよいと思う。 

☀参加することで元気になった気がする（楽しむことで精一杯） 

＜ご家族より＞ 

☀悩んでいたこと…病気がどのように進行するのか不安 

よかったこと…同じ病気を持った者同士が集まれる 場所時間を共有できること 

変わったこと…難病ですが、普通の病気だと思えるようになった 

「前を向いて、一歩前にふみだす勇気」 

☀初めて交流会に出席させて頂いたときは、自立支援の事、精神障害者手帳の事、いろいろある  

手続きの事が勉強になりました。 

☀同じ病気で悩んでいる人なので、他の人には言えない事でもお話が 

できます。 

☀参加するまでが大変だと思いますがスタッフの方がとても優しく、 

交流会自体の雰囲気がとても温かいので参加すると本人も介護者も 

すごく救われると思います。本人が抵抗があって参加することを拒む 

ようでも、何とか連れて来て頂けたら上手に対応してくださるので 

是非参加してみてください。 

☀交流会に最初は抵抗あって、参加しにくかった。思い切って参加した 

ところ、同じ悩みを持つ人たちとの情報交換等、明るく楽しく過ごせ 

て元気をもらいました。１ヵ月に１回ですが楽しみになっております。 

☀交流会には色々な知恵や情報があります。「参加」することで色々なしばりから解放され、 

新たな気持ちにリセットすることができます。 

☀自分ひとりでどうなる事やら、このまま人生終わりかなと思っていたのが、他の人に負けぬよ 

う介護するぞ との勇気をいただきました。 

＜ボランティアさんより＞ 

☀一人ではないのよ認知症。皆で話し合い、力をつけて、同じ病気の人に発信していきましょう 

☀仲間がそろうといろんな話（楽しいこと、悩み）ができて、気持ちがラクになりますよ！ 

 一人で悩まないで、みんなでアイデアを出し合って楽しく過ごしましょう！ 
 

掲載させていただいたメッセージからも参加までに色々不安があったのだとわかりました。 

同時に、参加してよかったことも読みとっていただけるかと思います。スタッフが事前にお電話や

お伺いすることも可能です。悩まれている方がいらっしゃれば、少しずつ、前に進んでみませんか。 

1 月 27 日、政府が進める認知症施策として、厚生労働省より「認知症の人の意思が尊重され、

できる限り住み慣れた地域のよい環境で、自分らしく暮らし続ける社会の実現を目指す」ことを基

本的な考えとした『新オレンジプラン』が発表されました。 

当事者の意思が尊重されるということは、当然ですが大切なことですよね。今回の施策策定には、

当事者団体からの提言も取り入れられました。 

おひさまにも、就労中の方、介護保険等のサービス利用をされている方・いない方、お一人暮ら

しの方など様々な生活環境の方にご参加いただいています。様々な方が集まってくだるからこそ、

ご本人・ご家族の生の声を聞き、個別の課題も一緒に考えることができています。すぐに解決につ

ながるものばかりではないですが、個別支援の経験を積み重ね、認知症のご本人やその家族が、本

当に必要としているサポートをしていける社会をつくっていけるよう、他機関と連携し交流会の 

継続、情報発信に努めていこう！と思いを新たにしました。 

３月のおひさまは、社会保険労務士の中辻先生をお招きし、傷病手当金、障害年金、失業給付な

ど若年性認知症と診断をうけた方が使える社会保険制度についてお話いただきます。 

「どんな制度が使えるの？」「どこで手続きすればいいの？」など、ちょっとした疑問もこの機会

に聞いてみませんか？ 

日時：平成２７年３月２１日（土）１３：００～１４：３０（予定） 

講師：中辻社会保険労務士事務所 中辻 優 様 

午前中は、ご家族情報交換会の予定です。講習会のみの参加もお待ちしています。 

参加は、２月末頃発行のおひさまのチラシで募集します。 

 

 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 若年性認知症交流会 

 

神戸市社会福祉協議会では、若年性認知症交流会「おひさま」の定期開催や、おひさまだよりの発

行を通して、若年性認知症のご本人やご家族同士が出会い、若年性認知症についての理解が広がる

ことを目指しています。                     №13 平成 27年 2月発行 

一緒に乗り越えてきた

介護者メンバー☺ バス

ツアーにそろって参加 
先日 NHK でも特集されていた、認知症

のご本人による「認知症当事者の会」。 

インターネットを利用する方も多く、当

事者同士の交流サイト「3つの会＠web」

も立ち上げていらっしゃいます。認知症

のご本人の声や経験の書きこみ、様々な

情報が掲載されています。一度のぞいて

みられてはいかがでしょうか。 

＜発行・お問い合わせ先＞ 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業課 

 神戸市中央区磯上通 3丁目 1-32 

こうべ市民福祉交流センター４階 

 078(271)5316     FAX 078(271)5366 

Mail zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL http://www.with-kobe.or.jp 





 

旧おひさまスタッフより 

皆さん、こんにちは！田窪です！！ 

平成 26 年 3 月末をもちまして、神戸市社会福祉協議会での研修が終了と 

なり「おひさま」を卒業することになりました。 

福祉としては保育の現場しか知らなかった私にとって「おひさま」で過ご 

した時間はとてもかけがえのないものとなりました。 

皆さんとは短い期間ではありましたが、大変お世話になり、感謝申し上げ 

ます。これからも皆さんの健康と会の益々の発展を祈念しております。 

 

   講習会「よりよい排泄のために必要なこと」 

２月のおひさまでは、講師に「ミニむつき庵・神戸ゆうほう」のおむつフィッターで   

ある境谷珠乃氏をお招きし、排泄ケアと介護の基礎についての講習会を開催しました。 

当日は 14 名の介護者が参加されました。講習会の内容を一部ご紹介します。 

 

 基本的には、できる限りトイレで排泄できるよう支援することが大切 

 道具やオムツを使用する場合には「本人にとってどうか」という視点が大切 

オムツを使う場合は・・・ 

 一度に何枚も使わない。 

オムツ１枚と尿とりパッド１枚が基本！ 

 尿漏れの原因となるので、オムツのギャザーは立てて 

使用する。 

 交換の際、ごみ袋を使用すると、布団を汚さずすぐ捨て

られる。    

などのポイントを教えていただきました。 

 参加者からの質問にもたくさん答えていただき、参加した

介護者から「実際に身に着けてみることや、使用方法を目で

見ることで日常の使用方法が間違っていたことが分かった」

という声がありました。 

 排泄ケアについて学び、トラブルが解消・軽減されること

で、本人が外出しやすくなる、介護者の睡眠時間が確保でき

る等、少しずつでも生活の質の向上につながればよいなと思

います。 

 なお、5 月の交流会では、歯科衛生士さんによる健康講座「口腔ケアについて」を開催  

予定です。 

平成２６年度 おひさまの活動について（お知らせ） 

毎月第３土曜日の若年性認知症交流会「おひさま」と、毎週木曜日の初期若年性認知症・

定期活動プログラム「木曜おひさまクラブ」の会場である神戸市立総合福祉センターの  

耐震工事に伴うお知らせです。 

【おひさま（毎月第３土曜日）】 

平成 26年 9月の交流会までは、総合福祉センターで下記の通り開催を予定しています。 

＜日時＞毎月第３土曜日 １０：３０～１５：００ 

＜場所＞神戸市立総合福祉センター 3 階（神戸市中央区橘通 3 丁目 4 番 1 号） 

※１０月以降も交流会継続の予定で検討しております。 

活動場所・開催日については、決定しだいチラシや広報紙等でご案内いたします。 

 

【木曜おひさまクラブ（毎週木曜日）】 

平成 26 年 6 月より須磨在宅福祉センター内にて下記の通り活動を行います。 

＜日時＞毎週木曜日 １０：００～１５：３０ 

＜場所＞須磨在宅福祉センター（神戸市須磨区大田町 7-3-15） 

アクセス：神戸市バス「三ノ井橋」停留所下車すぐ 

神戸市営地下鉄「板宿」駅、ＪＲ「鷹取」駅下車徒歩８分 

※平成 26 年度中に介護保険の認知症対応型通所介護事業への移行を予定しています。 

移行時期等詳細については調整中です。 

 

社会福祉法人神戸市社会福祉協議会 若年性認知症交流会 

お ひ さ ま だ よ り 
 

№11 平成 26 年 5 月発行 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
熱心に受講中です 

 

 

 

 

 

 

 

サンプルもたくさん持ってきて

いただきました。境谷先生、あり

がとうございました。 

最近のおひさまの様子 

③ 神戸市北区で若年認知症デイケアを開始 

介護老人保健施設 青い空の郷（神戸市北区）

が、平成 26年 6月より、認知症の症状が初期

から中等度な方に特化した若年認知症デイケ

アを開始されることになりました。 

活動予定は毎週火曜日（週１回）の予定です。 

☆青い空の郷では月１回程度で「若年期認知

症サロン」も開催されています。 
 

＜お問い合わせ先＞ 

介護老人保健施設 青い空の郷（担当：土橋氏） 

電話：078-986-3711（平日 9 時～17 時） 

住所：神戸市北区長尾町上津 4663-3 

 

 

〈若年性認知症交流会おひさま お問い合わせ先〉 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業課 

〒651-0086 神戸市中央区磯上通 3 丁目 1-32 

こうべ市民福祉交流センター４階 

電話:078(271)-5316／FAX:078(271)-5366 

mail：zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL:http://www.with-kobe.or.jp 

～県内の支援情報～ 

① 「若年性認知症支援ハンドブック」改訂 

兵庫県作成の若年性認知症支援ハンドブック

が平成 26年 3月改訂されました。 

診断前後の支援や、利用できる制度等の情報が

まとめられています。 

下記、兵庫県のホームページより 

ダウンロードできます。 

http://web.pref.hyogo.lg.jp/ 

hw18/hw18_000000117.html 

 

② 若年性認知症の方の就労支援団体が誕生 

ＮＰＯ法人 COREnnection（コアネクション）

が、神戸市長田区にて若年性認知症と診断され

た方の就労支援および生活支援事業を開始さ

れました。 

現在の活動日は第２・４木曜日（月２回）です。 

＜お問い合わせ先＞ 

NPO 法人 COREnnection 

URL：http://corennection.com 

メール：info@corennection.com 

電 話：050-3363-2715 

※留守番電話に切り替わりますので、 

メッセージを入れてください 

 



若
年
性
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

比
較
的
暖
か
く
、
例
年
よ
り
少
し
長
め
の
お
正
月
も
過

ぎ
、
厳
し
い
冬
の
寒
さ
と
慌
た
だ
し
い
日
常
が
戻
っ
て
き

ま
し
た
。 

昨
年
十
二
月
で
三
周
年
を
迎
え
た
お
ひ
さ
ま
も
、
元
気

に
新
年
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

今
年
も
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
集
え
る
温
か
い
場
所
と
な
る

よ
う
、
お
ひ
さ
ま
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

昨
年
九
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
初
期
若
年
性
認
知
症
定

期
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
木
曜
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
」
で
は
、

模
造
紙
サ
イ
ズ
の
ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居
の
制
作
・
公
演
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

上
手
く
作
れ
る
だ
ろ
う
か
、
公
演
活
動
が
実
現
す
る
だ

ろ
う
か
…
と
手
探
り
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
か
ぐ
や
ひ
め
」

の
紙
芝
居
制
作
で
し
た
が
、
無
事
完
成
し
、
年
末
に
は
大

慈
保
育
園
様
に
て
公
演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

五
歳
児
の
子
ど
も
達
と
、
紙
芝
居
や
体
操
を
通
じ
て
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
達
成
感
の
あ
る
有
意

義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
ひ
さ
ま
で
地
域 

清
掃
に
取
り
組
み
始
め
て
以 

来
の
念
願
だ
っ
た
ユ
ニ
フ
ォ 

―
ム
も
完
成
し
、
初
公
演
の 

日
は
メ
ン
バ
ー
揃
っ
て
オ
リ 

ジ
ナ
ル
ベ
ス
ト
を
着
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
も
地
域
の
高
齢
者
が 

集
ま
る
ふ
れ
あ
い
喫
茶
等
で 

の
公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

も
う
少
し
暖
か
く
な
っ
た 

ら
、
地
域
清
掃
の
際
に
も
、 

お
ひ
さ
ま
ベ
ス
ト
を
着
用
し 

て
颯
爽
と
清
掃
活
動
に
励
み 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

神
戸
市
社
協
で
は
、
高
齢
者
と
は
異
な
る
生

活
課
題
を
抱
え
る
若
年
性
認
知
症
の
本
人
・
家

族
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
若
年
性
認
知
症
支
援

の
あ
り
方
の
検
討
、
啓
発
、
個
別
支
援
に
取
り

組
む
た
め
、
交
流
会
の
定
期
開
催
等
、
若
年
性

認
知
症
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

交
流
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
体
力
が
あ
り
、
活
動
的
な

若
年
性
認
知
症
の
本
人
に
適
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
何
か
、

家
族
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
支
援
は
何
か
を

検
討
し
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

「
認
知
症
」
と
言
っ
て
も
、
高
齢
者
と
若
年
期
に
発
症

し
た
方
と
で
は
症
状
や
抱
え
て
い
る
悩
み
が
異
な
る
よ
う

に
、「
若
年
性
認
知
症
」
も
ま
た
一
括
り
に
は
で
き
ま
せ
ん
。 

お
ひ
さ
ま
も
開
始
か
ら
三
年
が
経
ち
、
当
初
か
ら
参
加

さ
れ
て
い
る
方
の
多
く
が
症
状
の
進
行
に
直
面
し
、
入

院
・
入
所
等
、
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。 

介
護
者
情
報
交
換
会
で
は
、
近
況
報
告
や
テ
ー
マ
を
決

め
て
話
し
合
い
、
制
度
に
関
す
る
知
識
や
様
々
な
生
活
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
知
恵
を
共
有
し
て
い
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
介
護
者
情
報
交
換
会
で
得
た
情
報
や
知
恵

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
情
報
交
換
の
場
で
は
、 

◇
薬
の
効
果
に
対
す
る
疑
問
や
、
処
方
さ
れ
る
ま
ま
に
服 

薬
を
続
け
て
良
い
の
か
と
い
う
不
安 

◇
在
宅
介
護
の
限
界
を
感
じ
な
が
ら
も
、
入
院
・
入
所
に

踏
み
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
苦
し
さ 

◇
長
く
元
気
で
い
て
欲
し
い
と
願
う
気
持
ち
と
、
い
っ
そ
、

も
う
少
し
症
状
が
進
ん
で
く
れ
れ
ば
介
護
が
楽
に
な
る

の
に
…
と
い
う
葛
藤 

と
い
っ
た
こ
と
も
率
直
に
語
り
合
わ
れ
ま
す
。 

参
加
し
て
間
も
な
い
方
に
と
っ
て
、
長
く
介
護
を
続
け

て
お
ら
れ
る
家
族
の
お
話
は
、
ど
ん
な
講
習
会
よ
り
も
心

に
響
く
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

一
方
、
ベ
テ
ラ
ン
介
護
者
の
方
に
と
っ
て
の
「
お
ひ
さ

ま
」
は
ど
ん
な
場
所
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

先
月
は
、
お
ひ
さ
ま
開
始
当
初
か
ら
の
参
加
者
で
、
昨

年
施
設
入
所
さ
れ
た
方
が
入
所
先
か
ら
車
い
す
で
電
車
に

乗
り
、
お
ひ
さ
ま
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、「
介
護
を
し
て
い
る
と
、
自
分
の
こ
と
は
そ
っ

ち
の
け
で
本
人
の
こ
と
ば
か
り
に
気
持
ち
が
向
い
て
し
ま

う
、
介
護
者
自
身
の
健
康
も
と
て
も
大
切
で
す
。」
と
他
の

参
加
者
の
方
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
は
、
一
人
分
の
夕
食
を 

持
っ
て
施
設
を
訪
ね
、
毎
日 

一
緒
に
食
べ
る
そ
う
で
す
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
、
施
設
の
食 

事
と
持
参
し
た
お
弁
当
を
仲 

良
く
半
分
ず
つ
。 

毎
日
の
目
標
は
、「
一
日 

三
回
、
お
父
さ
ん
を
笑
か
す 

こ
と
！
」
だ
そ
う
で
す
。 

そ
ん
な
暮
ら
し
方
も
あ
る
の
で
す
ね
。 

 

こ
の
日
は
、
お
馴
染
み
の
ベ
テ
ラ
ン
勢
が
揃
い
、
皆
さ

ん
本
当
に
嬉
し
そ
う
で
、
と
て
も
良
い
笑
顔
で
し
た
。 

 

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
一
日
で
し
た
。 

★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆ 

「
毎
日
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
家
事
や
介
護
に
追
わ
れ
、

起
き
て
い
る
間
で
座
っ
て
い
る
の
は
一
時
間
く
ら
い
。
病

気
は
悪
く
な
る
ば
か
り
で
良
く
な
る
こ
と
は
な
い
… 

疲

れ
る
し
、
悫
し
い
。
入
所
も
考
え
る
が
、
そ
れ
で
も
ま
た

朝
起
き
る
と
、
い
な
い
よ
り
は
い
る
方
が
ま
し
と
思
う
」 

 
 

                    

こ
う
話
さ
れ
た
男
性
介
護
者
の
方
が
、
お
ひ
さ
ま
に
つ

い
て
、「
こ
こ
に
来
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
、
ま

た
明
日
か
ら
介
護
を
す
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
、
み
ん
な

が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
。

我
々
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
少
し
で
も
聴
い
て
く
れ
る
場

所
で
、
こ
こ
で
の
話
が
少
し
で
も
行
政
に
反
映
さ
せ
て
も

ら
え
る
と
良
い
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

若
年
性
認
知
症
の
本
人
・
家
族
が
よ
り
良
く
生
活
す
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
見
極
め
、
今
後
の
活
動
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

介
護
の
負
担
を
増
大
さ
せ
る
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
排
泄
ケ
ア
」
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

お
ひ
さ
ま
の
介
護
者
情
報
交
換
の
際
に
も
、
排
泄
に
関

す
る
様
々
な
悩
み
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

介
護
者
だ
け
で
な
く
、
当
然
ご
本
人
に
と
っ
て
も
、
排

泄
の
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消
・
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。 

そ
こ
で
二
月
の
お
ひ
さ
ま
で
は
、「
ミ
ニ
む
つ
き
庵
・
神

戸
ゆ
う
ほ
う
」
の
境
谷
珠
乃
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、

「
よ
り
良
い
排
泄
の
た
め
に
必
要 

な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を 

開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ 

け
る
貴
重
な
機
会
に
な
る
こ
と
と 

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く 

だ
さ
い
。 

  

 

平
成
二
十
六
年
二
月
八
日
（
土
） 

大
阪
市
・
ク
オ
レ
大
阪
東
に
て
、 

日
本
認
知
症
ケ
ア
学
会
主
催
に
よ 

る
「
若
年
性
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
当
事
者
の
思 

い
に
学
び
支
援
を
考
え
る
」
で
は
、 

お
ひ
さ
ま
の
取
組
を
発
表
し
ま
す
。 

 

今
後
の
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
、 

ま
た
、
参
加
者
の
方
々
に
、
お
ひ 

さ
ま
の
元
気
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、 

が
ん
ば
っ
て
参
り
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

若
年
性
認
知
症
交
流
会 

お
ひ
さ
ま
だ
よ
り 
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お
ひ
さ
ま
の
役
割
っ
て
何
だ
ろ
う 

オ
リ
ジ
ナ
ル
ベ
ス
ト
が
で
き
ま
し
た
♪ 

入所しても、夕食は毎日一緒です♪  
目標は、１日３回お父さんを笑かすこと！ 

〈若年性認知症交流会おひさま お問い合わせ先〉 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業２課 

〒651-0086 
神戸市中央区磯上通３丁目１－３２ 
こうべ市民福祉交流センター４階 

電話:078(271)-5316 FAX:078(271)-5366 

E-mail：zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL:http://www.with-kobe.or.jp 

おひさま 
オリジナルベスト、完成！ 

 H25.12.19（木） 大慈保育園にて 
「また来てね！」と、とても喜んでもらえました。 

排
泄
に
つ
い
て
学
び
ま
す 

H25.10.3 木曜おひさまクラブで… 影まで仲良く寄り添うお二人です。 

H25.12.21 ★クリスマス会★ 今年の願いも、 

来年の願いも、 
きっと、 
毎年同じです… 

 

絵馬づくり 今年の抱負は… 
 

H26.1.18  

初釜で新春を祝いました  



お
ひ
さ
ま
の
取
組
を
発
表
し
ま
す
！ 

木
曜
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
、
始
め
ま
し
た
！ 

な
ん
き
ん
ま
め 

の
皆
さ
ま
と
交
流
会 

 
 

 

毎
月
の
交
流
会
「
お
ひ
さ
ま
」
と
は
別
に
、
九
月
か
ら
、

初
期
の
若
年
性
認
知
症
の
方
を
対
象
と
し
た
定
期
活
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
「
木
曜
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
」
を
始
め
ま
し
た
。 

「
木
曜
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
」
に
は
、
七
名
の
ご
本
人
と

ご
家
族
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

活
動
内
容
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ラ
ジ
オ
体
操
、
地
域
清

掃
活
動
、
模
造
紙
サ
イ
ズ
の
ジ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居
の
制
作
、

物
語
の
読
み
聞
か
せ
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

昔
流
行
っ
た
懐
か
し
の
曲
を
歌
っ
た
り
、
若
い
頃
の
思

い
出
話
を
し
た
り
、
同
世
代
な
ら
で
は
の
会
話
も
弾
み
、

一
緒
に
過
ご
す
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。 

「
ま
た
来
週
ね
」
と
声
を
か
け
合
い
、
毎
週
休
ま
ず
に 

                       

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

制
作
中
の
紙
芝
居
「
か
ぐ
や
ひ
め
」
も
順
調

に
作
業
が
進
み
、
仕
上
が
っ
て
い
く
様
子
を
眺

め
て
は
、「
す
ご
い
ね
ぇ
～
」、「
い
い
ね
ぇ
～
」

と
メ
ン
バ
ー
揃
っ
て
自
画
自
賛
！ 

も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
が
一
番
「
い
い
ね
ぇ

～
」
を
連
発
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
月
一
回
の
交
流
会
で 

行
っ
て
き
た
ご
本
人
向
け
プ
ロ
グ 

ラ
ム
を
通
じ
て
、
個
別
の
症
状
に 

応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必
要
性
を 

実
感
し
、
こ
の
度
、
初
期
段
階
の 

認
知
症
の
方
に
適
し
た
プ
ロ
グ
ラ 

ム
検
討
の
場
と
し
て
、
初
期
若
年 

認
知
症
・
定
期
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム 

「
木
曜
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
」
を
試 

行
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通 

じ
て
、
介
護
施
設
の
利
用
に
は
馴 

染
み
に
く
い
と
さ
れ
る
若
年
性
認 

知
症
の
方
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
研 

究
し
、
若
年
性
認
知
症
支
援
の
あ 

り
方
に
つ
い
て
の
普
及
・
啓
発
に 

取
り
組
み
ま
す
。 

介
護
事
業
所
ス
タ
ッ
フ
等
、
関
心
の
あ
る
方
々
の
ご
参

加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

七
月
の
お
ひ
さ
ま
に
は
、
神
戸
市
西
区
に
あ
る
「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス 

な
ん
き
ん
ま
め
」
の
皆
さ
ま
が
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
り
、
大
変
賑
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。 

な
ん
き
ん
ま
め
の
利
用
者
で
あ
る
瀧
川
さ
ん
の
ギ
タ
ー

演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
お
ひ
さ
ま
の
メ
ン
バ
ー
も

一
緒
に
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。 

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
で
制
作
し 

て
い
る
紙
芝
居
「
か
ぐ
や
ひ
め
」 

の
一
枚
目
は
、
な
ん
き
ん
ま
め 

の
皆
さ
ま
が
持
ち
帰
っ
て
、
仕 

上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
作
品
で
す
。 

以
後
も
紙
芝
居
づ
く
り
を
引 

き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
お
か
げ 

さ
ま
で
、
順
調
に
完
成
に
近
づ 

い
て
お
り
ま
す
。 

 

今
度
は
、
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
の
メ 

ン
バ
ー
が
な
ん
き
ん
ま
め
さ
ん
に
お 

伺
い
し
て
、
紙
芝
居
の
公
演
を
さ
せ 

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

な
ん
き
ん
ま
め
の
皆
さ
ま
、
そ
の 

時
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

「
お
ひ
さ
ま
」
の
愛
称
を
つ
け
て
以
来
、
以
前
の
雨
降

り
交
流
会
が
嘘
の
よ
う
に
天
候
に
恵
ま
れ
て
い
た
お
ひ
さ

ま
で
し
た
が
、
つ
い
に
、
つ
い
に
、
十
月
・
秋
の
外
出
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
日
に
雨
が
降
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

前
日
か
ら
の
雨
で
予
定
の
芋
掘
り
は
中
止
と
な
り
、
二

年
前
と
同
じ
、
有
馬
散
策
コ
ー
ス
に
変
更
し
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、
芋
掘
り
を
と
て
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
断
念
し
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
、
行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中
、
有
馬
散
策
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

行
く
先
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
わ
っ
て
も
、
気
心
の
知
れ 

た
メ
ン
バ
ー
で
の
外
出
は
楽
し
い
で
す
ね
。 

し
と
し
と
と
、
秋
の
雨
降
る
有
馬
も
良
い
も
の
で
す
。 

段
々
と
参
加
者
も
増
え
、
賑
や
か
な
お
ひ
さ
ま
で
す
が
、

少
し
ず
つ
症
状
が
進
行
し
、
特
に
外
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

る
と
参
加
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
に
入
り
、
お
ひ
さ
ま
が
開
始
し
た
当
初
か

ら
参
加
さ
れ
て
い
る
方
の
入
院
・
入
所
も
続
い
て
い
ま
す
。 

「
最
初
の
年
に
来
て
い
た
メ
ン
バ
ー
は
少
な
い
ね
ぇ
、 

う
ち
も
来
年
は
来
ら
れ
る
か
な
ぁ 

･･･

」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

今
後
も
、
交
流
会
や
お
ひ
さ
ま 

ク
ラ
ブ
の
場
を
生
か
し
、
ご
本
人 

・
ご
家
族
と
と
も
に
、
今
日
で
き 

る
こ
と
・
楽
し
め
る
こ
と
を
大
切 

に
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り 

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

お
ひ
さ
ま
に
参
加
さ
れ
る
ご
家
族
か
ら
、
認
知
症
の
ご

本
人
名
義
の
預
金
や
そ
の
他
の
財
産
管
理
等
に
つ
い
て
ご

相
談
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
神
戸
市
社
協
が
運
営
す
る
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
相
談
員
に
、「
認
知
症
の
方
の
権
利
擁
護
に
関
す
る

よ
く
あ
る
相
談
」
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

・
本
人
は
自
宅
に
一
人
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
高
額
の
商

品
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
勧
め
ら
れ
契
約
書
に
署
名
捺
印
し

て
し
ま
っ
た
。
認
知
症
を
理
由
に
取
り
消
す
こ
と
は
出

来
る
か
。 

・
認
知
症
の
進
行
に
よ
り
署
名
出
来
ず
、
銀
行
等
の
出
金

や
委
任
状
が
書
け
な
く
な
っ
た
。
後
見
人
は
必
要
か
。 

・
家
族
が
本
人
の
委
任
状
を
持
参
し
て
郵
便
局
に
解
約
手

続
き
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
郵
便
局
か
ら
電
話
に
よ
る
本

人
の
意
向
確
認
が
あ
り
、
本
人
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と

回
答
。
後
見
人
を
付
け
る
よ
う
言
わ
れ
た
。 

・
本
人
が
親
の
相
続
人
と
な
っ
た
。
他
の
兄
弟
達
と
遺
産

分
割
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
人
は
理

解
、
判
断
で
き
な
い
。
後
見
人
が
必
要
か
。 

・
区
画
整
理
や
道
路
用
地
の
換
地
等
で
、
不
動
産
の
契
約

手
続
き
が
必
要
と
な
っ
た
が
本
人
は
理
解
出
来
な
い
。 

い
ず
れ
の
場
合
も
原
則
は
後
見
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
後
見
人
に
は
必
ず
し
も
家
族
が
選
ば
れ
る
と

は
限
ら
ず
、
ま
た
、
選
ば
れ
た
場
合
に
後
見
人
の
事
務

は
か
な
り
煩
雑
な
も
の
と
な
り
ま
す
。 

申
し
立
て
る
時
期
や
家
族
の
事
情
、
財
産
の
多
寡
や
種

類
に
よ
っ
て
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
対
応
が
必
要
で
す
。 

ど
う
ぞ
、
お
悩
み
の
事
柄
が
あ
れ
ば
、
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
や
来
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

《
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
》
神
戸
市
社
協
内 

（
電
話
：
〇
七
八-

二
七
一-

五
三
二
一
） 

  

十
一
月
一
日
（
金
）
西
宮
市
役 

所
で
開
催
さ
れ
る
「
若
年
性
認
知 

症
を
理
解
す
る
た
め
の
啓
発
講
演 

会
」
に
て
、
お
ひ
さ
ま
の
取
組
に 

つ
い
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま 

し
た
。 

今
後
の
お
ひ
さ
ま
の
活
動
の 

参
考
と
な
る 

よ
う
、
他
団 

体
の
方
々
と 

情
報
交
換
し 

て
き
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

若
年
性
認
知
症
交
流
会 

お
ひ
さ
ま
だ
よ
り 
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こ
ん
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
？
？
？ 

時
に
は
雨
も
良
い
も
の
で
す･･･ 

 

有馬温泉「ねね像」の前で 
(H25.10.19) 

〈若年性認知症交流会おひさま お問い合わせ先〉 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業２課 

〒651-0086 
神戸市中央区磯上通３丁目１－３２ 
こうべ市民福祉交流センター４階 

電話:078(271)-5316 FAX:078(271)-5366 

E-mail：zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL:http://www.with-kobe.or.jp 

紙芝居づくりに励むなんきんまめ

の皆さま  (H25.7.20) 

ギターの音色も口笛も、 
とてもステキなタッキーでした♬ 

＜木曜おひさまクラブの様子＞ 

和紙の貼り絵で紙芝居制作中。 

時間も忘れて熱中しています。 

読み聞かせ練習中。 

呼吸を合わせて音読します。 

日時：毎週木曜 10:30～15:00 

場所：総合福祉センター たちばなデイサービスセンター 

内容：健康体操、地域清掃活動、紙芝居制作・練習 

手作りの紙芝居を持って、保育園等に公演に出かけます♪ 

第１作目は「かぐやひめ」。公演依頼お待ちしています！ 

ラジオ体操も            
結構本気です！         来週のおやつは、何かなぁ～♬ 

 



美
味
し
い
お
や
つ
、
ご
紹
介
♪ 

今
日
も
元
気
に
、
お
ひ
さ
ま
・
開
店
！ 

相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
ま
し
た 

 
 

 

三
月
の
交
流
会
に
書
家
の
砂
川
雅
美
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
暖
簾
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

特
殊
な
墨
を
使
っ
て
、
皆
さ
ん
の
手
型
を
ペ
タ
ペ
タ
…

赤
・
青
・
緑
、
色
と
り
ど
り
の
墨
を
使
い
、
パ
ッ
！
と
元

気
に
開
い
た
手
、
お
行
儀
良
く
指
を
揃
え
た
手
、
大
き
な

手
、
ふ
く
よ
か
な
手
、
赤
ち
ゃ
ん
の
小
さ
な
手
… 

白
い
布
が
カ
ラ
フ
ル
な
手
型
で
染
め
ら
れ
た
後
、
砂
川

さ
ん
に
書
き
入
れ
て
い
た
だ
い
た
「
お
ひ
さ
ま
」
の
文
字

は
と
て
も
力
強
く
、
見
応
え
あ
る
仕
上
が
り
に
な
り
ま
し

た
。 参

加
者
の
皆
さ
ま
が
、
お
ひ
さ
ま
の
暖
簾
を
く
ぐ
っ
て

会
場
に
来
て
く
だ
さ
る
姿
を
眺
め
て
は
、「
い
い
の
が
出
来

た
な
ぁ
～
」
と
ス
タ
ッ
フ
も
大
満
足
で
す
。 

八
月
に
は
、
再
び
砂
川
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、 

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
り
ま
す
、
楽
し
み
で
す
ね
！ 

       

 

 

 
  

   

      

 

半
年
前
に
開
始
し
た
地
域
清
掃
活
動
も
、
今

で
は
す
っ
か
り
お
ひ
さ
ま
の
定
番
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
り
ま
し
た
。 

軍
手
を
着
け
て
、
ト
ン
グ
と
ゴ
ミ
袋
を
手
に

し
た
ら
、
皆
さ
ん
瞬
く
間
に
ス
イ
ッ
チ
・
オ
ン
！ 

ゴ
ミ
袋
は
あ
っ
と
い
う
間
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。 

 

今
後
も
地
域
清
掃
は
定
番 

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
継
続
し 

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
が
、 

地
域
清
掃
以
外
に
も
、
参
加 

者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
プ 

ロ
グ
ラ
ム
や
、
や
り
が
い
を 

感
じ
ら
れ
る
活
動
を
取
り
入 

れ
、
よ
り
充
実
し
た
交
流
会 

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
お
ひ
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま 

で
に
計
二
十
六
名
の
若
年
性
認
知
症
の
方
々
が
参
加
し 

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

初
め
か
ら
継
続
し
て
参
加
さ
れ
て
い
る
方
、
一
度
き 

り
の
方
、
最
近
に
な
っ
て
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
、
様
々 

で
す
。 

 

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
間
も
な
い
方
、
長
く
認
知
症 

と
向
き
合
っ
て
来
ら
れ
た
方
、
こ
れ
も
様
々
で
す
。 

 

そ
し
て
、
認
知
症
の
症
状
も
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
様 

々
で
す
。 

 

お
ひ
さ
ま
で
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
参
加
す
る
こ
と 

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
方
も
あ
れ
ば
、
物
足
り
な 

く
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。 

 

ど
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
心
を
示
さ
れ
る
か
、
ど
ん 

 

な
表
情
で
参
加
さ
れ
て
い
る
か
、
ス
タ
ッ
フ
は
ど
う
関

わ
る
の
が
良
い
か
… 

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
充
実
と
と
も
に
、
個
人
個
人
に

応
じ
た
参
加
の
仕
方
を
見
極
め
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

食
事
の
配
膳
や
後
片
付
け
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
準
備 

等
お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
と
、
皆
さ
ん
フ
ッ
ッ
ト
ワ 

ー
ク
軽
く
、
積
極
的
に
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

 

生
き
生
き
と
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
姿
や
、
清
掃 

活
動
を
終
え
た
後
の
達
成
感
あ
る
表
情
を
拝
見
し
、
日 

常
生
活
の
中
で
、
若
年
性
認
知
症
の
方
が
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
場
面
が
増
え
る
よ
う
な
取
組
や
働
き
か
け
の 

必
要
性
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
ご
本
人
が
、
何
を
大
切
に

思
い
、
毎
日
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
、
お
一
人
お
ひ
と
り
を
よ
り
深
く
理
解
し

て
接
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
…
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

  

<

新>

こ
の
四
月
か
ら
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
交
流
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
、
稗
田
で
す
。 

交
流
会
開
始
か
ら
毎
回
参
加
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
様
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
お
聞
き
し
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
の

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。 

初
日
の
参
加
か
ら
個
別
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
ご
本
人
様
に
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
心
地
よ

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
向
き
合
っ
た
時

間
を
大
切
に
過
ご
し
ま
し
た
。 

ご
本
人
様
は
ご
家
族
様
が
少
し
で
も
そ
ば
に
居
な
い
こ

と
で
不
安
に
な
ら
れ
た
り
、
楽
し
ん
で
い
る
瞬
間
の
笑
顔

か
ら
、
突
然
不
安
な
表
情
に
変
わ
っ
た
り
で
、
何
か
の
思

い
を
感
情
表
現
さ
れ
る
場
面
に
出
会
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
何
度
か
お
会
い
し
た
り
、
ご
家
族
様
か
ら
の
情
報

や
先
輩
ス
タ
ッ
フ
に
学
び
な
が
ら
、
ご
本
人
様
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

<

旧>

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
大
口
で
す
！ 

平
成
二
十
五
年
三
月
末
で
定
年
を
迎
え
、
神
戸
市
社
協

を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。 

在
職
中
は
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
お
ひ
さ
ま
」
で
皆
さ 

ま
か
ら
た
く
さ
ん
元
気
を 

い
た
だ
き
、
定
年
ま
で
続 

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

退
職
後
も
変
わ
ら
ず
元 

気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

五
月
に
は
二
人
目
の
孫 

も
誕
生
し
ま
し
た
！ 

ま
た
時
間
が
で
き
た
ら 

顔
を
出
し
た
い
と
思
い
ま 

す
。 

 

ま
た
、
皆
さ
ま
と
お
会 

い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に 

し
て
い
ま
す
。 

  

三
月
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
お
や
つ
に
作
っ
た
“
お
餅
で

作
る
い
ち
ご
大
福
”
が
大
変
好
評
で
し
た
。 

「
レ
シ
ピ
を
お
ひ
さ
ま
だ
よ
り
に
載
せ
て
ほ
し
い
」
と

の
リ
ク
エ
ス
ト
に
お
応
え
し
ま
し
て
… 

① 

餅
を
レ
ン
ジ
で
ト
ロ
ト
ロ
に
な
る
ま
で
柔
ら
か
く 

② 

鍋
に
砂
糖
と
水
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
弱
火
に
し
た

ら
餅
を
入
れ
て
、
砂
糖
水
と
餅
が
ト
ロ
ト
ロ
に
馴
染

む
ま
で
木
し
ゃ
も
じ
で
こ
ね
る 

③ 

片
栗
粉
を
し
い
た
皿
に
餅
を
流
し
入
れ
て
四
等
分

に
分
け
、
手
の
ひ
ら
に
片
栗
粉
を
つ
け
、
餅
の
片
栗

粉
が
つ
い
て
い
な
い
面
を
上
に
し
て
手
の
平
に
広

げ
、
あ
ん
こ
と
イ
チ
ゴ
を
の
せ
て
包
む 

<

材
料> 

餅
…
二
個
、
水
…
大
さ
じ
三
、
砂
糖
…
大
さ
じ
一 

イ
チ
ゴ
…
四
つ
、
あ
ん
こ
…
適
量
、
片
栗
粉
…
適
量 

★
い
ち
ご
の
美
味
し
い
季
節
に
お
試
し
く
だ
さ
い
★ 

  

平
成
二
十
五
年
六
月
十
九
日
、
若
年
性
認
知
症
の
ご
本

人
・
ご
家
族
、
ま
た
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
相
談
支

援
を
行
う
窓
口
と
し
て
「
ひ
ょ
う
ご
若
年
性
認
知
症
生
活

支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

◇ 

開
設
日 

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
） 

◇ 

電
話 

〇
七
八
・
二
四
二
・
〇
六
〇
一 

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
業
務
の
他
、
本
人
・
家
族

の
会
の
支
援
、
研
修
会
開
催
に
よ
る
支
援
者
育
成
、
若
年

性
認
知
症
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。 

開
設
当
日
は
、
記
念
セ
ミ 

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
講
師
の 

小
長
谷
陽
子
氏
（
認
知
症
研 

究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー
） 

よ
り
、
若
年
性
認
知
症
の
実 

態
、
高
齢
者
と
の
違
い
、
就 

労
と
社
会
資
源
、
大
府
セ
ン 

タ
ー
の
取
組
に
つ
い
て
、
お 

話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

会
場
で
は
、
ご
本
人
・
ご 

家
族
・
ス
タ
ッ
フ
等
、
お
ひ 

さ
ま
で
お
馴
染
み
の
顔
ぶ
れ 

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

社
会
福
祉
法
人 

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

若
年
性
認
知
症
交
流
会 

お
ひ
さ
ま
だ
よ
り 
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おひさまの暖簾ができました！ 

キメの一文字

“克”!! 
書くトコないやん… 

大きな筆に、 

大きな半紙… 

楽しぃ～♪ 

清掃活動の後、とても良い表情です 

また 

会いましょう♪ 



  

お
ひ
さ
ま
も
二
年
を
迎
え
、
参
加
さ
れ
て
い
る
若
年
性

認
知
症
の
ご
本
人
や
介
護
者
の
年
齢
、
介
護
経
験
も
様
々

で
す
。 

毎
回
の
介
護
者
情
報
交
換
会
で
は
、
そ
ん
な
介
護
者
同

士
の
励
ま
し
、
先
輩
介
護
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
が
た

く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
、
症
状

や
生
活
が
変
化
す
る
中
で
、
幅
広
い
不
安
や
悩
み
が
ポ
ロ

リ
ポ
ロ
リ
…
。 

そ
こ
で
、
１
月
の
お
ひ
さ
ま
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

若
年
性
認
知
症
支
援
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
認
知
症
の
人
と
み
ん
な
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の

代
表 

沖
田
裕
子
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
神
戸
市
社
協
に
あ
る
認
知
症
対
応
強
化
型
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
相
談
員
と
し
て
、
介
護
者

情
報
交
換
会
で
悩
み
や
質
問
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
一
部
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 (

介)

…
介
護
者 

(

沖)

…
沖
田
さ
ん 

(

介) 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？ 

入
所
先
と
し
て
選
ぶ
基
準
は
？ 

(

沖) 

昔
の
殺
風
景
な
特
養
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
雰
囲
気
も

介
護
の
質
も
変
わ
っ
て
い
る
。 

 
 

選
ぶ
基
準
は
、
施
設
の
新
し
さ
よ
り
「
人
」。
家
族
の

関
わ
り
（
家
族
会
が
あ
る
か
）
等
も
聞
い
て
み
る
の

が
良
い
。 

(

介) 

主
介
護
者
は
妻
、
子
ど
も
も
い
る
が
、
ど
う
関
わ
っ

て
も
ら
え
ば
よ
い
？ 

(

沖) 

主
介
護
者
以
外
の
家
族
の
関
わ
り
は
重
要
。 

 
 

 

ま
ず
、
子
ど
も
の
介
護
参
加
は
「
老
い
」
を
学
ぶ

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
身
体
介
護
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
イ
ベ
ン
ト
や
あ
そ
び
な
ど
、
家
族
と
し
て
本

人
と
楽
し
む
こ
と
を
し
て
も
ら
え
る
と
良
い
。 

 
 

 

ま
た
、
若
年
性
認
知
症
の
場
合
、
若
く
し
て
延
命

措
置
や
入
所
に
つ
い
て
決
断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
主
介
護
者
が
一
人
で
決
め
る
の
で

は
な
く
、
子
ど
も
や
兄
弟
、
み
ん
な
の
想
い
や

意
見
を
聞
い
て
決
め
て
い
く
べ
き
。
迷
っ
た
ら

何
度
も
相
談
し
た
ら
よ
い
。 

 

医
療
や
経
済
面
で
、
家
族
だ
け
で
は
聞
き
づ

ら
い
・
分
か
り
づ
ら
い
点
が
あ
れ
ば
、
専
門
職

に
入
っ
て
も
ら
う
の
も
よ
い
。 

(

介) 

本
人
が
独
り
暮
ら
し
の
場
合
、
ど
う
支
援
す
れ
ば
よ

い
か
。 

(

沖) 

認
知
症
状
が
軽
い
時
期
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
等
に
来
て

も
ら
い
、
生
活
の
様
子
や
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が

大
事
。
自
分
が
進
行
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と

が
不
安
に
も
つ
な
が
る
。 

(

介) 

本
人
は
ま
だ
要
介
護
１
で
出
来
る
こ
と
も
あ
る
が
、

介
護
者
の
身
体
状
況
か
ら
、
入
所
を
考
え
る
よ
う
に

言
わ
れ
た
の
だ
が
…
。 

(
沖) 

介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
本
人
の
友
人
や
、
同

じ
趣
味
を
持
っ
た
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
在
宅
を

続
け
て
い
る
人
も
い
る
。 

 
 

 
ま
た
、
初
期
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
診

断
さ
れ
た
中
に
も
、
他
の
病
気
が
要
因
の
場
合
も
あ

る
の
で
身
体
状
態
や
経
過
を
み
て
の
支
援
が
必
要
。 

(

介) 

薬
を
飲
み
始
め
て
か
ら
、
身
体
の
傾
き
や
、
興
奮
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。
副
作
用
な
の
か
？ 

(

沖) 

傾
き
や
興
奮
は
薬
の
副
作
用
だ
け
で
は
な
い
。 

漢
方
が
合
わ
ず
興
奮
す
る
方
も
い
る
の
で
、
そ
の
場
合

は
医
師
に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
。 

傾
き
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
で
治
る
場
合
も
多
い
。
リ
ハ

ビ
リ
や
、
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
整
骨
院
な
ど
も
よ
い
。 

(

介) 

う
ち
の
妻
は
、
理
学
療
法
士
の
勧
め
で
枕
を
変
え
た

ら
傾
き
が
治
っ
た
。 

           (

介) 

す
ご
く
興
奮
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
の
に
、
服

薬
調
整
で
穏
や
か
で
対
応
し
や
す
い
状
態
に
な
っ
た
。

本
人
に
と
っ
て
は
良
い
の
だ
ろ
う
か
…
？ 

 (

沖) 

介
護
者
と
の
共
同
生
活
を
送
る
中
で
落
ち
着
い
て

い
る
こ
と
は
良
い
の
で
は
な
い
か
。
服
薬
調
整
だ
け

で
な
く
、
落
ち
着
か
な
い
時
期
に
、
支
援
者
も
対
応

を
考
え
、
行
動
を
制
限
し
な
い
時
期
が
あ
っ
た
こ
と

が
、「
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
落
ち
着
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

…
等
々
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
し
た
が
、
専
門
的
な

事
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
、
ご
自
分

の
認
知
症
支
援
の
経
験
や
、
介
護
者
と
し
て
の
経
験

や
想
い
か
ら
、
具
体
的
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

情
報
交
換
会
終
了
後
も
、
茶
話
会
に
同
席
し
て
く
だ

さ
り
、
個
別
の
相
談
を
受
け
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
よ
い
ご
意
見
が
聞
け
た

と
思
い
ま
す
。 

  

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
遠
矢
美
緒
で
す
。（
写
真
左
） 

「
お
ひ
さ
ま
」
の
ポ 

ス
タ
ー
を
作
ろ
う
と
、 

昨
年
十
月
の
芋
掘
り
ツ 

ア
ー
に
同
行
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
た
く
さ
ん
の 

写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た 

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

後
日
皆
さ
ん
の
写
真
を
一
枚
一
枚
確
認
し
な
が
ら
、“
誰 

か
を
思
っ
て
生
き
て
い
く
“
っ
て
い
っ
た
い
ど
ん
な
こ
と

だ
ろ
う
…
と
思
い
め
ぐ
ら
せ
ま
し
た
。 

今
回
ポ
ス
タ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
ご
夫
婦
と
は
、

私
自
身
年
齢
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
お
二
人
を
包
む
や
わ

ら
か
な
空
気
が
ど
ん
な
風
に
育
ま
れ
た
も
の
な
の
か
、
そ

の
物
語
ま
で
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

私
は
日
頃
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、
誰

か
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
時
、
個
人
的
な
物
語
ほ
ど

強
い
も
の
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

数
字
や
デ
ザ
イ
ン
は
注
意
を
引
い
て
も
胸
を
打
つ
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
ご
夫
婦
の
物
語
と
笑
顔
は
、
若
年

性
認
知
症
へ
の
理
解
を
促
す
と
同
時
に
、
誰
か
と
一
緒
に

生
き
て
い
く
こ
と
の
意
味
を
、
も
う
一
度
私
た
ち
に
問
い

か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

      

  

    

交
流
会
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
、
ご
本
人
の
活
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
ぜ
ひ
実
践
し
た
い
と
考
え
て
い
た
地
域
清

掃
活
動
を
つ
い
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ゴ
ミ
拾
い
用
の
ト
ン
グ
と
軍
手
を
用
意
し
て
、
い
つ
で

も
準
備
は
万
端
な
の
に
、
お
天
気
は
雨
ば
か
り
…
。 

中
止
が
続
い
た
清
掃
活
動
で
し
た
が
、
お
ひ
さ
ま
誕
生

二
周
年
を
迎
え
た
昨
年
十
二
月
、
つ
い
に
つ
い
に
、
ト
ン

グ
片
手
に
近
隣
の
清
掃
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
、
本
当
に
一
生
懸
命
ゴ
ミ
拾
い
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。 

熱
中
し
す
ぎ
て
道
路
に
出
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
こ
と

も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
が
、「
楽
し
み
」
と
し
て
行
う
他

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
違
っ
た
「
役
割
を
持
つ
」
こ
と
の
大

切
さ
に
改
め
て
気
づ
く
こ
と
の
で

き
る
有
意
義
な
活
動
で
す
。 

今
後
も
、
定
番
の
活
動
と
し
て
継

続
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
他
に
も
、

ご
本
人
の
や
る
気
や
身
体
機
能
を

活
か
せ
る
活
動
を
発
見
し
、
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

     

社
会
福
祉
法
人 

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

若
年
性
認
知
症
交
流
会 

お
ひ
さ
ま
だ
よ
り 
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沖
田
裕
子
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

〈若年性認知症交流会おひさま お問い合わせ先〉 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業２課 
〒651-0086 
神戸市中央区磯上通３丁目１－３２  
こうべ市民福祉交流センター４階 

電話:078(271)-5316 FAX:078(271)-5366 

E-mail：zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL:http://www.with-kobe.or.jp 

素
敵
な
ポ
ス
タ
ー
が
で
き
ま
し
た
♪ 

爽
快
♪ 

い
い
汗
流
し
て
い
ま
す
！  

平成 24年 10月 20日（土） 
芋掘りツアーにでかけました♪ 

  

「ふたりの物語」 

 

芋掘りツアーの日、車中で写した 
お二人です。 

 

＜清掃活動の様子＞ 

 

皆さん、とっても熱心です。 

 

 

 

 

 

 

自宅でできるマッサージとし

て「金魚運動」を実演！ 

寝転んでいる人の両足を持っ

て左右にぶらぶら。 

同様に両手をもってぶらぶら。 

気持ちいい～。 
 

※腰に負担がかからないよう

注意してください。 



ほ
の
ぼ
の
・
お
ひ
さ
ま
学
級 

お
ひ
さ
ま
、
す
く
す
く
成
長
し
て
い
ま
す
！ 

個
別
支
援
に
取
組
ん
で
い
ま
す 

 
 

 

暑
い
暑
い
夏
が
よ
う
や
く
影
を
潜
め
、
朝
夕
吹
く
風
に

秋
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

日
一
日
と
、
お
ひ
さ
ま
の
出
番
が
短
く
な
る
季
節
で
す

が
、
若
年
性
認
知
症
交
流
会
お
ひ
さ
ま
は
、
新
し
い
仲
間

も
増
え
、
笑
顔
で
す
く
す
く
成
長
し
て
お
り
ま
す
。 

最
近
で
は
、
若
年
性
認
知
症
の
ご
本
人
が
十
名
程
度
参

加
さ
れ
て
お
り
、
ご
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
一
般
の
参

加
者
を
含
め
る
と
三
十
名
を
超
え
る
方
々
が
集
う
、
大
変

に
ぎ
や
か
な
お
ひ
さ
ま
で
す
。 

お
ひ
さ
ま
で
は
、
ご
本
人
が
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
と
同
時
に
、
別
室
で
は
、
介
護
者
家
族
が
落
ち
着
い

て
話
し
合
え
る
よ
う
情
報
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
家
族
か
ら
の
近
況
報
告
に
始
ま
り
、
医
療
や
介
護
等

の
関
心
事
を
テ
ー
マ
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
に
、
話
し
た
い
こ
と
、
聞
き
た
い
こ
と
が
沢

山
あ
っ
て
、
本
当
に
尽
き
る
こ
と
な
く
会
話
が
盛
り
上
が

り
続
け
ま
す
。 

進
行
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
、「
心
お
き
な
く
お
話
し

て
ほ
し
い
！
こ
こ
は
そ
の
た
め
の
場
所
な
の
だ
！
」
と
強

く
思
う
一
方
で
、
ご
本
人
グ
ル
ー
プ
が
過
ご
す
隣
の
部
屋

の
様
子
が
気
に
も
な
り
… 

オ
ロ
オ
ロ
、
オ
ロ
オ
ロ
…
… 

そ
こ
へ
、
「
う
ち
の
奥
さ
ん
ど
こ
か
い
な
ぁ
～ 

歌
も
い

っ
ぱ
い
歌
っ
て
お
腹
も
へ
っ
た
し
、
そ
ろ
そ
ろ
お
昼
に
し

ま
せ
ん
か
ぁ
～
」
と
、
少
し
不
安
そ
う
な
表
情
の
ご
主
人

が
隣
の
部
屋
か
ら
や
っ
て
来
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。 

思
わ
ぬ
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
の
登
場
に
、
ご
家
族
も
思
わ

ず
「
ふ
ふ
っ
」
と
笑
顔
で
席
を
立
ち
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
隣
の

部
屋
へ
移
動
し
ま
す
。 

昼
食
は
、
い
つ
も 

ご
本
人
グ
ル
ー
プ
の 

手
作
り
で
す
。 

た
こ
焼
き
、
冷
や 

し
中
華
、
カ
レ
ー
に 

お
寿
し
、
色
々
な
メ 

ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン 

ジ
し
て
い
ま
す
。 

急
な
買
い
出
し
に
軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

走
っ
て
く
だ
さ
る
方
や
、
自
前
の
三
角
巾
と
割

烹
着
姿
で
汗
を
拭
き
拭
き
調
理
に
励
ん
で
く
だ

さ
る
方
、
素
晴
ら
し
い
腕
前
を
発
揮
さ
れ
る
「
た

こ
焼
き
名
人
」、
等
々
、
お
ひ
さ
ま
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
で
す
。 

  

さ
て
、「
若
年
性
」
と
は
言
え
、
参
加
さ
れ
る
方
々
の
多

く
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
人
生
の
先
輩
ば
か
り
で
す
。 

で
す
が
、
お
ひ
さ
ま
で
の
参
加
者
の
皆
さ
ま
の
様
子
を

見
て
い
る
と
、「
お
ひ
さ
ま
学
級
」
と
呼
び
た
く
な
る
よ
う

な
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
場
面
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

例
え
る
な
ら
、
教
室
で
お
友
達
と
過
ご
し
て
い
る
子
ど

も
達
の
様
子
を
覗
い
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。 

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を
「
よ
く
来
ら
れ
ま
し
た
ね
、 

よ
ろ
し
く
ね
」
と
迎
え
入
れ
る
笑
顔
、
辛
い
気
持
ち
や
戸

惑
う
気
持
ち
を
話
す
方
の
言
葉
に
心
を
寄
せ
て
、
何
か
元

気
が
出
る
言
葉
を
か
け 

て
あ
げ
た
い
と
思
い
な 

が
ら
相
手
の
話
を
聴
く 

態
度
、
そ
し
て
、
自
分 

自
身
の
介
護
生
活
の
参 

考
に
な
る
情
報
を
得
よ 

う
と
一
生
懸
命
な
姿
勢 

が
あ
り
ま
す
。 

お
ひ
さ
ま
で
は
、
毎
回
、
会
の
締
め
く
く
り
に
一
日
の

感
想
を
お
聞
き
す
る
時
間
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

市
外
か
ら
、
認
知
症
の
ご
主
人
と
と
も
に
参
加
さ
れ
て

い
る
方
は
、「
最
近
は
、
段
々
と
出
か
け
る
こ
と
が
大
変
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
回
、
い
つ
ま
で
こ
こ
へ
参
加
で
き

る
か
な
ぁ
…
と
思
い
な
が
ら
主
人
と
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

で
も
、
参
加
す
る
と
、
来
月
ま
で
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
、
帰
る
頃
に
は
来
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
帰
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
心
境
を
話
さ
れ
ま
す
。 

他
の
参
加
者
の
方
々
も
同
様
に
、
認
知
症
の
ご
本
人
と

と
も
に
、
今
の
時
間
を
大
切
に
、
少
し
で
も
外
出
す
る
機

会
を
持
ち
た
い
、
で
き
る
だ
け
笑
顔
で
穏
や
か
に
過
ご
し

た
い
、
と
い
う
思
い
と
、
進
行
す
る
症
状
へ
の
対
応
や
介

護
者
自
身
の
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
多
く
の
葛
藤
を

抱
え
な
が
ら
毎
日
を
生
き
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

私
達
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
に
、「
今
日
も
来
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、「
い
つ
も
心
に
太
陽
を
」
の
気
持
ち
で
、
楽

し
く
て
あ
た
た
か
い
お
ひ
さ
ま
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

神
戸
市
社
協
が
実
施
す
る
若
年
性
認
知
症
交
流
会
も
、

も
う
じ
き
丸
二
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

毎
月
の
交
流
会
を
通
じ
て
、
認
知
症
の
ご
本
人
と
の
関

わ
り
か
ら
、
若
年
性
認
知
症
の
方
が
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
や
、
ご
本
人
の
気
持

ち
を
表
現
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
工
夫
、
不
安
な
気
持
ち

が
膨
ら
ん
で
し
ま
っ
た
時
に
場
面
を
上
手
く
切
り
替
え
る 

た
め
の
ス
キ
ル
等
々
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
そ
れ
ぞ

れ
の
気
づ
き
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
よ
う
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
介
護
者
情
報
交
換
等
の
場
で
お
聞
き
す
る
日
常

生
活
の
様
子
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
が
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
同
席
さ
せ
て

頂
い
た
り
、
障
害
サ
ー
ビ
ス
や
権
利
擁
護
等
各
種
制
度
の

利
用
に
か
か
る
関
係
機
関
と
の
連
携
や
、
相
談
窓
口
へ
の

同
行
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

若
年
性
認
知
症
の
ご
本
人
へ
の
直
接
的
な
ケ
ア
の
充
実

と
と
も
に
、
進
行
状
況
に
応
じ 

た
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
や
、
生 

活
環
境
の
整
備
が
バ
ラ
ン
ス
良 

く
図
ら
れ
る
こ
と
の
重
要
性
が 

改
め
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

今
後
と
も
、
関
係
機
関
と
の 

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
個
別
支 

援
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
き 

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 
  

ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
若
年
性
認
知

症
支
援
で
す
が
、
お
ひ
さ
ま
と
同
様
に
ご
本
人
・
ご
家
族
、

支
援
者
の
交
流
を
図
る
場
づ
く
り
や
、
そ
の
他
若
年
性
認

知
症
支
援
の
取
組
も
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
の
若
年
性
認
知
症
支
援
が
益
々
活
発
に
な
る
よ
う
、

支
援
団
体
や
関
係
者
が
集
い
、
情
報
交
換
や
各
地
で
の
取

組
発
表
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
が
、
十
一
月
十
七
日
（
土
）
に

大
阪
府
交
野
市
で
、
ま
た
、
来
年
二
月
十
七
日
（
日
）
に

は
奈
良
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

神
戸
市
社
協
か
ら
も
、
交
流
会
を
始
め
と
し
た
若
年
性

認
知
症
支
援
の
取
組
つ
い
て
、
支
援
者
情
報
交
換
会
へ
の

参
加
や
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

情
報
交
換
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
他

の
支
援
団
体
の
活
動
や
関
係
者
の
取
組
を
参
考
に
し
て
、

今
後
の
活
動
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

さ
て
、
前
回
の
お
ひ
さ
ま
だ
よ
り
で
も
ご
案 

内
し
ま
し
た
「
第
六
回
全
国
校
区
・
小
地
域
福 

祉
活
動
サ
ミ
ッ
トin

K
O

B
E

・
ひ
ょ
う
ご
」
が
、 

平
成
二
十
五
年
一
月
十
二
日
（
土
）
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

基
調
講
演
で
は
、「
つ
な
が
り
が
ひ
ら
く
未
来
～
社
会
の

価
値
観
に
挑
む
～
」
と
題
し
て
、
湯
浅
誠
氏
を
講
師
に
お

迎
え
す
る
他
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
二
つ
の
大
震
災
と

地
域
の
未
来
」
と
題
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
に
お
い
て
、
地
域
住
民
が
つ
な
が
り
、

未
来
に
向
か
っ
て
歩
む
取
組
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。 

ま
た
、
全
国
の
小
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
、
地
域
で

の
子
育
て
、
中
高
年
世
代
の
男
性
の
活
躍
、
障
が
い
者
の

共
生
、
災
害
対
策
、
子
ど
も
の
地
域
見
守
り
、
限
界
集
落

に
お
け
る
取
組
の
他
、
開
催
地
・
神
戸
に
お
け
る
活
動
を

紹
介
す
る
「
き
ら
り
☆
か
が
や
く
☆
神
戸
」
等
々
、
十
六

分
科
会
を
設
け
て
、
各
地
域
活
動
団
体
が
発
表
し
ま
す
。 

 

あ
な
た
の
ま
ち
の
身
近
な
地
域
で
活
か
せ
る
新
し
い

発
見
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
… 

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

若
年
性
認
知
症
交
流
会 

お
ひ
さ
ま
だ
よ
り 
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〈
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
そ
の
一
〉 

若
年
性
認
知
症
情
報
交
換
会
＆
取
組
報
告
会 

☆★☆★ 「あきらめない」まちづくり ★☆★☆★ 
       2013 年 1 月 12 日（土）開催 
「第 6 回 全国校区・小地域福祉活動サミット  
                   in KOBE・ひょうご」 
      地域のチカラで、明日を元気に！ 

    ～つなげる「まち活」しませんか～ 

☆★☆★【参加受付 11 月 30 日まで】★☆★☆★ 

↓↓開催要項は下記ＵＲＬよりダウンロード可↓↓ 

URL     http://www.with-kobe.or.jp/summit 

Twitter ID @kouku_summit_6 ＃校区サミット 6 

Facebook http://www.facebook.com/summit6 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

 

〈若年性認知症交流会おひさま お問い合わせ先〉 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業課 

電話：０７８（２７１）５３１６ FAX：０７８（２７１）５３６６ 

E-mail:zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL:http://www.with-kobe.or.jp 

 

H24.9.15 おひさままつり 
ともに奥様が入院中の男性 
介護者、多くを語らずとも 
分かり合える 心の友 です。 

H24.6.16  
冷やし中華を作りました 

H24.8.18 
「介護施設の種別と特徴等について」 
ご家族向け講習会を行いました。 

〈
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
そ
の
二
〉 

全
国
校
区
・
小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
トinKOBE

・
ひ
ょ
う
ご 

http://www.with-kobe.or.jp/summit
http://www.facebook.com/summit6


＜ハーモニカに合わせて♪＞ 

交
流
会
ス
タ
ッ
フ 

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
す
♪ 

個
別
対
応
と
は
… 

そ
こ
重
要
で
す
！ 

 

ロールパンに好きな具を入れて… 

美味しそうなランチに、またまた笑顔、笑顔♪♪ 

小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト
の
ご
案
内 

 
 

 

交
流
会
開
始
か
ら
一
年
半
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
会
の
愛

称
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

特
に
外
出
行
事
を
企
画
す
る
と
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と

の
多
い
若
年
性
認
知
症
交
流
会
で
す
が
、
雨
の
日
も
曇
り

の
日
も
、
そ
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
生
も
晴
れ

の
日
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
も
心
に
太
陽
を
！

と
い
う
気
持
ち
で
「
お
ひ
さ
ま
」
の
愛
称
を
付
け
ま
し
た
。 

 

愛
称
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
よ
り
一
層
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
交
流
会
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
併
せ
て
、
広
報
紙
も
「
若
年
性
認
知
症
交
流
会

だ
よ
り
」
か
ら
「
お
ひ
さ
ま
だ
よ
り
」
に
変
更
し
ま
し
た
。 

今
後
も
、
交
流
会
の
様
子
や
若
年
性
認
知
症
に
関
す
る

情
報
を
お
伝
え
し
、
多
く
の
方
に
若
年
性
認
知
症
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
「
お
ひ
さ
ま
」
「
お
ひ

さ
ま
だ
よ
り
」
と
も
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

毎
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え 

る
時
、
昨
年
の
同
じ
季
節
に
出 

か
け
た
場
所
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を 

振
り
返
り
ま
す
。 

当
日
の
様
子
や
、
参
加
者
・ 

ス
タ
ッ
フ
の
様
々
な
表
情
を
思 

い
出
し
、
今
年
は
ど
ん
な
風
に 

し
て
過
ご
そ
う
か
と
二
巡
目
の 

季
節
に
、
企
画
す
る
楽
し
み
も 

ふ
く
ら
み
ま
す
。 

今
後
も
、
夏
ま
つ
り
、
行
楽 

シ
ー
ズ
ン
の
外
出
、
ク
リ
ス
マ 

ス
会
等
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る 

行
事
や
、
認
知
症
の
ご
本
人
そ 

れ
ぞ
れ
の
個
性
に
応
じ
た
個
別 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、 

時
に
は
医
師
や
そ
の
他
専
門
家 

を
交
え
て
認
知
症
に
関
す
る
講
習
会
や
生
活
に

役
立
つ
知
識
を
学
ぶ
場
が
持
て
る
よ
う
、
有
意

義
な
交
流
会
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

六
月
の
交
流
会
で
は
、
来
る
夏
に
向
け
、
健

康
管
理
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

し
て
い
ま
す
。 

く
じ
め
内
科
医
院
の
久
次
米
健
市
医
師
を
お
迎
え
し
て
、

来
る
夏
に
向
け
、
体
調
管
理
に
関
す
る
講
習
会
と
、
食
事

量
が
増
え
て
し
ま
い
が
ち
な
方
に
お
勧
め
す
る
低
カ
ロ
リ

ー
の
お
や
つ
作
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。 

昨
秋
、「
手
洗
い
の
歌
」
を
歌
い
な
が
ら
、
風
邪
予
防
に

つ
い
て
お
話
く
だ
さ
っ
た
久
次
米
先
生
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
の
お
話
が
大
変
好
評
で
し
た
。
今
回
は
ど
の
よ
う
な

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
の
か
楽
し
み
で
す
。   

介
護
保
険
事
業
所
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
実
施
に
あ
た
り
、

個
々
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
個
別
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

中
で
も
認
知
症
の
方
に
対
し
て
は
、
個
別
対
応
の
必
要

性
が
高
く
、
と
り
わ
け
若
年
期
の
認
知
症
の
場
合
、
症
状

の
出
方
や
進
行
の
速
さ
、
体
力
、
そ
の
他
諸
々
に
お
い
て

個
人
差
が
大
き
い
た
め
、
よ
り
個
別
性
を
重
視
し
た
ケ
ア

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
各
自
治
体
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
も
、
主
に
高
齢
者
が
利
用
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

現
場
に
お
い
て
は
、
若
年
性
認
知
症
の
方
に
適
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
ま
だ
ま
だ

少
な
い
こ
と
も
若
年
性
認
知
症
支
援
の
課
題
の
一
つ
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
交
流
会
を
通
じ
て
、
若
年
性
認
知
症
の
方

に
適
し
た
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
サ
ポ
ー
ト
に
関
し
て
経
験

を
積
み
、
学
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
、

地
域
の
支
援
者
と
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

交
流
会
参
加
者
に
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
が
多
く
、
や
は
り
、
ご
自
分
に
合
っ
た
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
に
出
会
う
ま
で
苦
労
さ
れ
た
方

も
お
ら
れ
ま
す
。 

交
流
会
で
も
、
開
催
の
度
に
個
々
の
参
加
者
に
つ
い
て

新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。 

毎
回
、
交
流
会
終
了
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
１
日
を
振 

り
返
り
な
が
ら
、
そ
の
日
の
気
づ
き
を
今
後
の
交
流
会
や
、

そ
の
方
の
日
常
生
活
に
活
か
せ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
で
話

し
合
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
交
流
会
の
定
番
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
散
歩
」
ひ
と

つ
を
と
っ
て
も
、
歩
く
ペ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
周

り
の
景
色
や
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ん
び
り
歩
く
こ
と

が
好
き
な
方
も
お
ら
れ
れ
ば
、
ど
こ
に
何
を
し
に
行
く
の

か
、
は
っ
き
り
と
し
た
目
的
が
な
く
、
た
だ
歩
く
だ
け
で

は
散
歩
を
楽
し
め
な
い
方
等
、
様
々
で
す
。 

ま
た
、
同
じ
方
で
も
、
日
に
よ
っ
て
、
体
調
や
気
分
で

差
が
あ
り
、
毎
回
同
じ
方
法
が
良
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。 

 

認
知
症
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
日
に
よ
っ
て
体
調
や
気

分
に
差
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
言
葉
を
通
じ

て
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
意
向
を
く
み
取

る
の
は
、
や
は
り
難
し
い
こ
と
で
す
。 

ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
状
況
で
す
が
、
用
意
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
者
を
当
て
は
め
る
の
で
な
く
、
個
人
個
人

に
合
っ
た
方
法
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
た
め
の
サ
ポ

ー
ト
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
若
年
性
認
知
症
の
方
が
イ
キ
イ
キ
と
参
加
で

き
る
活
動
内
容
や
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
参
加
の
仕
方
を

見
つ
け
る
プ
ロ
セ
ス
を
積
み
重
ね
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

そ
し
て
、
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
様
々
な
生
活
場
面

に
お
け
る
個
別
ケ
ア
に
つ
い
て
も
、「
認
知
症
」
と
い
う
枠

で
一
括
り
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
原
因
疾
患
や
そ
の

時
々
の
体
調
、
身
の
回
り
に
起
き
て
い
る
生
活
環
境
の
変

化
等
を
踏
ま
え
て
、
認
知
症
の
方
が
心
身
と
も
に
健
康
な

生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
ス

キ
ル
を
磨
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
年
度
か
ら
交
流
会
に
参
加
し
始
め
、
４
月
に
は
王
子

動
物
園
と
中
華
街
、
５
月
に
は
、
ご
本
人
と
公
園
や
神
社

へ
の
お
散
歩
に
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

初
め
て
の
日
は
、
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
た
た
か 

い
雰
囲
気
に
す
ぐ
入
っ
て 

い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

交
流
会
の
日
は
、
ご
本 

人
お
一
人
に
、
ス
タ
ッ
フ 

が
一
名
以
上
ご
一
緒
さ
せ 

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

外
出
時
、
手
を
つ
な
ぎ 

歩
い
て
い
る
と
、
ふ
と
し
た
時
に
笑

顔
が
み
ら
れ
、
私
や
周
り
の
ス
タ
ッ

フ
も
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
で 

お
散
歩
し
て
い
ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

や
プ
ロ
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
も
お
り
、 

音
楽
が
得
意
な
方
の
演
奏
で
、
外 

で
歌
を
う
た
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
交
流
会
で
は
昼
食
や
お
や
つ
を
手
作
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
作
っ
て
い
る
と
、 

ご
本
人
が
、「
や
り
ま
し
ょ
か
？
」 

「
こ
の
方
が
美
味
し
そ
う
に
見
え 

る
よ
～
」
な
ど
と
手
伝
っ
て
下
さ 

い
ま
す
。 

そ
の
方
の
、
得
意
な
こ
と
や
、 

こ
だ
わ
り
を
知
る
こ
と
が
出
来 

る
時
間
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
回
の
交
流
会
で
、
皆
さ
ん 

の
笑
顔
と
、
愛
称
に
も
つ
い
た 

よ
う
に
、
ご
家
族
の
「
い
つ
も 

心
に
太
陽
を
持
っ
て
い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
、
私
も

元
気
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
も
、
す
て
き
な
会
に
な
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

月
に
一
度
、
み
な
さ
ま
の
お
ひ
さ
ま
笑
顔
に
お
目
に
か

か
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！ 

 

 

平
成
二
十
五
年
一
月
十
二
日 

（
土
）、
神
戸
国
際
展
示
場
及 

び
、
神
戸
学
院
大
学
キ
ャ
ン
パ 

ス
に
て
、「
第
六
回
全
国
校
区
・ 

小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト
」 

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト 

は
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
を 

基
盤
と
し
た
生
活
地
域
に
お
け 

る
小
地
域
福
祉
活
動
に
ス
ポ
ッ 

ト
を
あ
て
た
全
国
大
会
で
す
。 

 

皆
さ
ま
の
ご 

参
加
を
お
待
ち 

し
て
お
り
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

若
年
性
認
知
症
交
流
会 

お
ひ
さ
ま
だ
よ
り 

№5 
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愛
称
が
「
お
ひ
さ
ま
」
に
決
ま
り
ま
し
た
！ 

〈若年性認知症交流会おひさま お問い合わせ先〉 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業２課 
〒651-0086 
神戸市中央区磯上通３丁目１－３２  
こうべ市民福祉交流センター４階 

電話:078(271)-5316 FAX:078(271)-5366 

E-mail：zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL:http://www.with-kobe.or.jp 

二
年
目
の
楽
し
み
♪ 

こ
れ
か
ら
も
… 

＜2012.5.19＞ 
昨年も出かけたバラの公園、今年もきれいに咲いていました。 

香りを 
楽しんだり… 

手で 
触れてみたり 

4 月にデビューしました笑顔が

可愛い足立です♪（写真右） 

よろしくお願いします。 

 



同
じ
釜
の
メ
シ 

   

神
戸
市
社
協
が
開
催
す
る
若
年
性
認
知
症
交
流
会
も
、

平
成
二
十
二
年
十
二
月
の
開
始
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

月
一
回
、
馴
染
み
の
顔
ぶ
れ
に
会
え
る
こ
と
を
、
ま
た
、

新
し
い
仲
間
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
気
づ
け
ば

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

 
 

開
始
以
後
、
百
九
十
一
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

回
を
重
ね
る
毎
に
認
知
症
の
ご
本
人
の
参
加
も
増
え
、
最

近
は
、
八
～
十
名
程
度
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
よ
り
一
層
、
ご
本
人
と
一
緒
に
楽
し
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
工
夫
し
て
、
今
年
も
沢
山
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
楽
し
く
充
実
し
た
交
流
会
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

         

  

ご
本
人
が
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
始
め
た
調

理
活
動
も
、
お
や
つ
作
り
か
ら
、
散
歩
に
持
っ
て
出
か
け

る
お
に
ぎ
り
作
り
に
な
り
、
今
で
は
昼
食
作
り
に
な
り
ま

し
た
。
時
に
失
敗
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
時
も
参
加
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
み
ん
な
で
同
じ
物
を
食
べ
る
と
美
味

し
い
、
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

ご
主
人
が
入
院
中
で
、
今
は
お
一
人
で
お
ら
れ
る
方
か

ら
い
た
だ
い
た
「
久
し
ぶ
り
に
シ
チ
ュ
ー
を
食
べ
て
美
味

か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
や
、
お
母
様
の
介
護
を
し
て
お
ら

れ
る
娘
さ
ん
か
ら
の
「
久
し
ぶ
り
に
手
作
り
の
家
庭
料
理
、

美
味
し
か
っ
た
で
す
」
と
の
言
葉
に
は
、
改
め
て
考
え
さ 

      

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後

も
、「
同
じ
釜
の
メ
シ
」
を
通
じ
て
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
心
和

む
場
所
作
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
前
回
の
交
流
会
だ
よ
り
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

た
だ
今
、
会
の
愛
称
を
検
討
中
で
す
。 

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
、
交
流
会
に
参
加
す
る
時
の
気
持

ち
を
言
葉
に
す
る
と
？
と
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
ワ
ク
ワ

ク
、
ウ
キ
ウ
キ
、
キ
ラ
キ
ラ
、
ル
ン
ル
ン
」
と
、
パ
ン
ダ

の
姿
が
頭
に
浮
か
ぶ
言
葉
が
沢
山
並
び
ま
し
た
。 

リ
ズ
ム
が
良
く
て
呼
び
や
す
く
、
覚
え
や
す
い
！
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、「
あ
い
あ
い
」
が
候
補
と
な
り
ま
し
た
。 

私
の
「
Ｉ
」、
愛
情
の
「
愛
」、
出
会
い
の
「
会
い
」、
参

加
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
う
、
色
々
な
「
あ
い
」
を
大
切

に
集
え
る
交
流
会
と
い
う
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。 

若
年
性
認
知
症
交
流
会
「
あ
い
あ
い
」、 

「
ア
イ
ア
イ
」、「aia

i

」
… 

パ
ン
ダ
の
次
は
、
お
さ
る
さ
ん
の 

姿
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
が
。 

ど
の
文
字
を
使
う
と
良
い
か
、 

皆
さ
ん
と
相
談
し
て
、
愛
着
を 

持
っ
て
い
た
だ
け
る
愛
称
に
し 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
若
年
性
認
知
症
の

方
へ
の
支
援
で
す
が
、
各
種
制
度
の
狭
間
に
あ
っ
て
相
談

機
関
が
一
本
化
さ
れ
て
い
な
い
点
や
、
主
に
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
馴
染
ま
な
い
こ
と
が

多
々
あ
る
点
等
に
つ
い
て
の
問
題
も
徐
々
に
周
知
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
国
に
お
け
る
若
年
性
認
知
症
支
援
の
取
り
組
み

も
少
し
ず
つ
進
み
始
め
て
い
ま
す
。 

地
域
レ
ベ
ル
で
も
、
本
人
・
家
族
の
交
流
の
場
が
持
た

れ
る
等
、
若
年
性
認
知
症
支
援
の
輪
が
少
し
ず
つ
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

私
達
、
神
戸
市
社
協
が
実
施
す
る
交
流
会
も
そ
の
一
環

で
す
が
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
、
西
宮
市
で
も
、
若
年

性
認
知
症
の
方
を
対
象
と
し
た
交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
立
ち
上
げ
の
際
に
は
、
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
が
神
戸

市
社
協
の
交
流
会
を
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 

私
達
も
、
交
流
会
を
始
め
る
準
備
期
に
は
、
す
で
に
若

年
認
知
症
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
た
老
健
施
設
・
青
い
空

の
郷
（
北
区
）
の
他
、
若
年
性
認
知
症
支
援
事
業
の
実
施

機
関
を
い
く
つ
か
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

若
年
性
認
知
症
に
特
化
し
た
交
流
の
場
は
少
な
く
、
遠

方
か
ら
足
を
運
ば
れ
る
参
加
者
も
多
い
た
め
、
今
後
も
、

よ
り
身
近
な
場
所
で
交
流
の
機
会
が
充
実
し
て
い
く
よ
う
、

支
援
者
同
士
の
連
携
も
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

一
月
の
交
流
会
・
介
護
者
情
報
交
換
会
で
は
、
家
族
が

認
知
症
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
周
囲
へ
の
告
知
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。 

認
知
症
の
症
状
が
徐
々
に
進
行
し
て
い
く
様
子
に
、
ご

家
族
は
、
自
分
の
身
に
何
か
起
き
た
ら
、
認
知
症
の
夫
は
、

（
妻
は
、
父
・
母
は
、）
自
分
で
対
応
で
き
ず
、
ど
う
や
っ

て
生
き
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
…
と
い
う
大
き
な
丌
安
を
抱

え
て
お
ら
れ
ま
す
。 

認
知
症
の
夫
と
暮
ら
す
介
護
者
が
、
私
が
急
に
倒
れ
て

も
、
夫
は
、
周
囲
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
も
、
救
急
車
を

呼
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
、
周
囲
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る
ま

で
の
間
、
夫
は
自
分
で
食
事
を
摂
る
こ
と
も
で
き
な
い
…

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
胸
が
苦
し
く
な
る
、
そ
れ
で
も
、

認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
る
こ
と
は
、
夫
が
か

わ
い
そ
う
に
思
え
て
で
き
な
い
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

情
報
交
換
に
参
加
し
て
お
ら
れ
た
ご
家
族
に
、
周
囲
へ

の
告
知
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、
同
席
さ
れ
た
十
一
名
の
ご
家
族
の
内
、
六
名
の
方
が
、

周
囲
に
伝
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
以
下
の
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

・
認
知
症
だ
と
伝
え
る
と
、
親
切
に
接
し
て
く
れ
る
人
が 

多
く
、
声
か
け
や
気
配
り
を
し
て
も
ら
い
有
り
難
い
。 

・
物
音
の
こ
と
で
階
下
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
が
、
事
情
を 

話
し
た
ら
、
同
様
に
介
護
者
の
立
場
だ
と
分
か
り
、「
気

に
し
な
い
で
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
。 

・
親
し
い
友
人
に
の
み
伝
え
て
い
る
。 

事
情
を
話
し
て
い
な
い
頃
は
旅
行
に
誘
わ
れ
て
も
断
り 

づ
ら
か
っ
た
。
今
は
、
無
理
に
誘
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、 

こ
ち
ら
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ン
チ
に
し
よ
う
、
と 

出
か
け
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
て
く
れ
る
。 

・
夫
の
同
級
生
が
帰
り
は
自
宅
ま
で
送
る
か
ら
大
丈
夫
！ 

と
同
窓
会
に
誘
っ
て
く
れ
た
。
参
加
で
き
た
夫
も
嬉
し 

そ
う
だ
っ
た
。 

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
定
期
的
に
通
う
場
所
が
あ
れ
ば
、
異

変
に
気
づ
い
て
も
ら
え
る 

・
全
て
の
人
に
伝
え
る
必
要
は
な
い
、
ま
ず
は
、
伝
え
や 

す
い
人
に
だ
け
で
も
伝
え
て
み
て
は
ど
う
か 

・
夫
が
認
知
症
で
あ
る
と
実
家
の
家
族
に
伝
え
た
ら
、
両

親
が
と
て
も
私
（
介
護
者
）
の
こ
と
を
心
配
し
て
お
り
、

告
知
し
て
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
と
感
じ
て
い
る 

・
予
め
周
囲
に
「
暫
く
姿
を
見
か
け
な
か
っ
た
ら
よ
ろ
し 

 

く
と
お
願
い
し
て
お
く 

・
生
命
保
険
の
加
入
状
況
や
必
要
な
連
絡
先
を
ま
と
め
、

大
切
な
物
の
保
管
場
所
を
別
居
の
家
族
に
伝
え
て
お
く 

・
水
道
、
ガ
ス
等
の
使
用
状
況
に
よ
る
見
守
り
シ
ス
テ
ム

の
活
用
も
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か 

・
自
分
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
、
自
身
の
健
康
に
気
を
遣
う

よ
う
に
な
っ
た 

周
囲
へ
の
告
知
が
、
介
護
者
自
身
の
安
心
に
繋
が
る
と

わ
か
っ
て
い
て
も
、
簡
単
に
は
で
き
な
い
個
々
の
事
情
や

葛
藤
が
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

す
ぐ
に
解
決
に
繋
が
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

も
交
流
会
で
は
、
ご
家
族
同
士
が
本
音
で
話
し
合
え
る
時

間
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

外
出
を
企
画
す
る
と
、
な
ぜ

か
雨
ば
か
り
… 

二
月
の
動
物
園
、
ど
う
か
晴

れ
ま
す
よ
う
に
…
。 

    

社
会
福
祉
法
人
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

若
年
性
認
知
症
交
流
会
だ
よ
り  

№4 

平成 24 年 1 月発行 

認
知
症
、
周
囲
へ
の
告
知
を
ど
う
考
え
ま
す
か 

 

一
年
が
経
ち
ま
し
た 

西
宮
市
で
も
交
流
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た 

交
流
会
誕
生
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
！ 

交
流
会
の
愛
称
は
… 

2012 年１月の交流会では、湊川
神社へ初詣に出かけました。 

手を合わせて拝む後ろ姿は真剣
そのもの、気迫を感じます!! （下） 

若年性認知症交流会 

「あいあい」、「アイアイ」、

「aiai」…  

どうかな？？？ 

おかずにもう一品！ 
近くにある卵焼き屋さんは、 
交流会の御用達です。 

 

 (H23.1.21） 

〈お問い合わせ〉 

神戸市社会福祉協議会 福祉事業２課 
〒651-0086 

神戸市中央区磯上通３丁目１－３２  
こうべ市民福祉交流センター４階 

電話:078(271)-5316 FAX:078(271)-5366 

E-mail：zaitaku@with-kobe.or.jp 

URL:http://www.with-kobe.or.jp 

晴
れ
ま
す
よ
う
に 楽しみにしていた芋掘り、 

雨で有馬散策に… 
でも、有馬も良かったですね。 

(H23.10.15) 



         
 

家
族
の
方
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
様

子
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

何
度
も
来
て
ふ
れ
合
う
こ
と
が
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。 

ご
本
人
の
声
を
活
か
せ
る
会
に 

心
強
い
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す 

交
流
会
に
愛
称
を 

色
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す 

多
く
の
人
に
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い 

 

参
加
者
募
集
し
て
い
ま
す 

 

交
流
会
で
は
、
定
番
の
買
い
出
し
兼
散
歩
、
室
内
ゲ
ー

ム
や
体
操
、
工
作
、
音
楽
等
の
活
動
に
加
え
、
健
康
維
持

に
つ
な
が
る
歩
き
方
講
習
会
、
お
に
ぎ
り
持
参
の
大
倉
山

公
園
散
策
、
須
磨
水
族
園
へ
の
遠
足
、
フ
ル
ー
ト
や
二
胡

の
演
奏
会
、
児
童
館
の
子
ど
も
達
と
と
も
に
和
太
鼓
講
習

会
や
夏
祭
り
を
行
う
等
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
お
や
つ
作
り
か
ら
始
め
た
調
理
活
動
も
昼

食
作
り
に
発
展
し
、
同
じ
物
を
食
べ
る
と
親
近
感
が
湧
く

と
好
評
で
す
。 

こ
れ
ら
の
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
参
加
者
の

皆
さ
ま
の
様
々
な
表
情
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
ス
タ
ッ

フ
同
士
も
互
い
の
気
づ
き
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

交
流
会
に
で
き
る
よ
う
、
毎
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
講
習
会
や
演
奏
会
の
開
催
時
に
は
、
多
く
の
講

師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
交
流
会
に
お
越
し
い
た
だ

い
て
お
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
若
年
性
認
知

症
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
皆
さ
ま
に
「
来
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

       

交
流
会
で
は
若
年
期
に
認
知
症
を
発
症
し
た
方
を
参
加

対
象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
認
知
症

の
問
題
は
、
発
症
年
齢
を
問
わ
ず
、
社
会
全
体
が
抱
え
る

大
き
な
課
題
で
す
。
ま
ち
で
認
知
症
の
人
に
出
会
っ
た
時
、

ま
た
、
身
近
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
場

合
に
、
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
良
い
の
か
、

認
知
症
の
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ

と
の
で
き
る
人
の
輪
を
少
し
で
も
広
げ

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
子
ど
も
達
と
の

交
流
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
七

月
に
和
太
鼓
講
習
会
、
八
月
に
は
夏
祭
り

を
、
た
ち
ば
な
児
童
館
の
子
ど
も
達
と
合
同
で
行
い
、
子

ど
も
達
に
は
、
事
前
に
、「
大
好
き
だ
よ
、
き
よ
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
絵
本
を
使
っ
て
、
認
知
症
に
つ
い
て
説
明
し
、
子

ど
も
達
の
視
点
で
考
え
る
時
間
を
持
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

「
大
好
き
だ
よ
、
き
よ
ち
ゃ
ん
」
は
、
主
人
公
の
男
の

子
の
目
を
通
し
て
見
る
認
知
症
の
祖
母
へ
の
気
持
ち
が
描

か
れ
た
絵
本
で
す
。
子
ど
も
達
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
朗
読
に
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
お
友
達
や
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
の
間
で
話
題
に
上
り
、
認
知
症
に
関
心
を
持

っ
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

                 

      

 

交
流
会
に
は
ご
本
人
・
ご
家
族
、
家
族
会
お
世
話
役

の
他
、
介
護
者
の
つ
ど
い
等
を
立
ち
上
げ
る
参
考
に
、
と

福
祉
や
介
護
に
従
事
す
る
方
々
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

八
月
と
九
月
に
は
、
薬
の
研
究
に
携
わ
る
会
社
か
ら
、
認

知
症
の
ご
本
人
や
ご
家
族
の
視
点
に
立
っ
た
薬
作
り
を
目

指
す
活
動
の
一
環
と
し
て
、
三
名
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
し
た
。 

認
知
症
に
限
ら
ず
、
疾
患
を
抱
え
る
全
て
の
方
に
共
通

す
る
こ
と
で
す
が
、
認
知
症
の
ご
本
人
や
ご
家
族
の
一
番

の
望
み
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
認
知
症
が
完
治
す
る

こ
と
で
あ
り
、
医
療
・
薬
へ
の
期
待
は
非
常
に
大
き
な
も

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

日
頃
、
お
薬
の
開
発
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
の
存
在

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
ご
本
人
・
ご
家
族
に
と

っ
て
、
大
き
な
希
望
と
毎
日
を
暮
ら
す
た
め
の
支
え
に
な

る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
私
達
交
流
会
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、
認
知
症

と
薬
に
つ
い
て
学
ぶ
う
え
で
、
と
て
も
心
強
い
存
在
で
す
。 

 

医
療
・
介
護
・
福
祉
、
様
々
な
立
場
か
ら
、
認
知
症
の

ご
本
人
や
ご
家
族 

が
暮
ら
し
や
す
い 

環
境
づ
く
り
に
つ 

い
て
考
え
、
取
り
組 

ん
で
い
け
る
よ
う
、 

多
く
の
方
々
や
機 

関
と
協
力
関
係
を 

築
い
て
い
き
た
い 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

開
始
以
来
、「
先
月
よ
り
も
、
今
月
は
よ
り
楽
し
く
、 

有
意
義
に
！
」
と
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で

き
た
交
流
会
で
す
が
、
八
月
の
夏
祭
り
で
は
、
あ
ま
り
に

メ
ニ
ュ
ー
が
盛
り
だ
く
さ
ん
過
ぎ
て
、
会
場
が
熱
気
で
沸

騰
寸
前
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
九
月
は
二
胡
の
癒
し
の
音
色
を
聴
き
な
が
ら

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
つ
つ
、
ご
本
人
・
ご
家
族
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
じ
っ
く
り
話
し
合
う
機
会
と
し
ま
し
た
。 

ご
本
人
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
も
っ
と
交
流
会
を
楽
し
む
た

め
に
、
今
後
の
交
流
会
で
し
た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ハ
ン
バ
ー
グ
や
お
好
み
焼
き
を
一
緒
に
作
っ
て
食
べ

る
！
ビ
ー
ル
と
餃
子
が
良
い
、
と
食
べ
物
の
希
望
や
、
芋

掘
り
、
動
物
園
、
淡
路
の
花
畑
に
旅
行
に
行
く
、
ク
リ
ス

マ
ス
は
ツ
リ
ー
を
飾
っ
て
、
食
事
は
シ
チ
ュ
ー
と
手
作
り

ケ
ー
キ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も
し
た
い
！
等
々
、
お
楽
し

み
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
も
沢
山
ご
意
見
が
出
ま
し
た
。 

せ
っ
か
く
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、 

こ
れ
ほ
ど
沢
山
の
ご
希
望
を
聞
い
て
し
ま
っ
た 

以
上
は
、
実
行
あ
る
の
み
で
す
！ 

早
速
、
十
月
の
交
流
会
で
は
芋
掘
り
の
旅
に
出
か
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
空
気
の
美
味
し
い
季
節
、
山
の
空
気

も
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
も
、
お
洒
落
な
ロ
ッ
ジ
で
の
美

味
し
い
ラ
ン
チ
も
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
、
お
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
限
ら

ず
、
ご
本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
ひ
と
つ
で

も
多
く
の
ご
希
望
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ご
本
人
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
交
流
会
も
、
十
二
月
で

一
周
年
を
迎
え
ま
す
。
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も
徐
々
に

増
え
、
毎
月
顔
を
合
わ
せ
る
仲
間
同
士
、
少
し
ず
つ
馴
染

み
の
関
係
が
で
き
、
和
や
か
に
交
流
会
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

各
地
に
あ
る
認
知
症
の
方
々
や
介
護
者
の
交
流
事
業
に

も
、
土
地
の
植
物
に
因
ん
だ
名
前
や
、
会
へ
の
願
い
を
込

め
た
言
葉
で
、
様
々
な
愛
称
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

若
年
性
認
知
症
交
流
会
が
、
参

加
者
の
方
々
に
と
っ
て
、
今
後
、

よ
り
身
近
な
存
在
と
な
る
よ
う
、

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
交
流
会
の
愛
称
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
毎
月
第
三
土
曜
日
に
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。 

ご
本
人
・
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

若
年
性
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
、

交
流
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
る
方
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

若
年
性
認
知
症
交
流
会
だ
よ
り  
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2011.8.20 夏祭りにて 

和太鼓講習会（H23.6.18） 

今日初めて会ったけれど、全身に響
き渡る鼓動を感じて、抜群の一体感!!
来月の夏祭りもよろしくね♪ 
それにしても激しい筋肉痛です… 

大倉山公園散策 
(H23.5.21） 

外の風に吹かれて食べる 
おにぎりの味、爽やかなハーモ
ニカの音色♪ 

どちらもサイコーです！ 

2011.8.20 



ス
タ
ー
ト
か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し
た 

参
加
者
の
さ
さ
や
き
… 

少
し
ず
つ
仲
間
が
増
え
て
い
ま
す 

交
流
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

 

昨
年
十
二
月
に
第
一
回
交
流
会
を
開
催
し
て
以
来
、
毎

月
第
三
土
曜
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
う
よ
う
に
な

っ
て
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
工
作
、
室
内

ゲ
ー
ム
、
調
理
、
音
楽
が
定
番
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、

中
で
も
、
調
理
の
た
め
の
買
い
出
し
兼
散
歩
は
、
い
つ
も

人
気
で
す
。
や
は
り
、
外
の
風
に
あ
た
る
の
は
気
持
ち
良

い
も
の
で
す
よ
ね
。
買
い
出
し
班
は
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

る
と
、
時
に
は
十
数
名
と
大
人
数
に
な
り
ま
す
。
ゾ
ロ
ゾ

ロ
連
な
っ
て
出
か
け
て
は
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
、
所
狭

し
と
目
的
の
品
探
し
に
励
ん
で
い
ま
す
。
寒
い
季
節
は
鼻

を
す
す
り
な
が
ら
、
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
は
鼻
歌
を
歌
い

な
が
ら
、
買
い
物
袋
を
下
げ
て
交
流
会
の
部
屋
へ
帰
っ
て

来
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
表
情
は
い
つ
も
に
こ
や
か
で
、
出
迎

え
る
側
も
嬉
し
く
て
、
思
わ
ず
笑
顔
で
す
。 

寒
さ
の
厳
し
か
っ
た
長
い
冬
が
去
り
、
今
は
外
の
空
気

が
清
々
し
い
良
い
季
節
で
す
。
四
月
に
は
、
春
の
風
を
満

喫
し
よ
う
と
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
か
ら
出
航
す
る
船
の

旅
・
マ
リ
ン
ク
ル
ー
ズ
に
出
か
け
ま
し
た
。
五
月
に
は
、

お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
近
く
の
公
園
を
散
策
す
る
予
定
で
す
。 

さ
て
、
梅
雨
を
迎
え
る
六
月
の
交
流
会
で
は
何
を
し
ま

し
ょ
う
か
…
皆
さ
ん
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
翌
月

の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、
次
に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
す
る
気
持
ち
が
だ
ん
だ
ん
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。 

    

        

○
工
作
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
一
月
）
色
紙
に
和
紙
で
作
っ
た
ダ
ル
マ
を

貼
っ
て
、
今
年
の
抱
負
を
書
き
、
願
い
を
込

め
て
左
目
に
筆
を
入
れ
ま
し
た
。 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       
 

皆
さ
ん
、
思
い
思
い
の 

言
葉
を
色
紙
に
書
き
入
れ 

 

ま
し
た
。 

 
 

☆
そ
れ
で
え
え
や
ん 

 
 

☆
怒
ら
な
い
！ 

 
 

☆
お
に
は
～ 

そ
と 

ふ
く
は
～ 

う
ち 

☆
今
年
は
笑
い
ま
し
ょ
う 

☆
日
々
を
喜
び
、
日
々
を
楽
し
み
、
日
々
に
感
謝 

☆
福
よ
、
来
い
、
来
い 

心
穏
や
か
に
、
日
々
を
笑
顔
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
… 

み
ん
な
、
共
通
の
願
い
で
す
。 

      

   

（
二
月
） 

中
身
を
抜
い
た
卵
の
殻
に
着
物
を
着
せ
て
、
雛
タ
マ
ゴ
♪ 

       

 

 

若
年
性
認
知
症
交
流
会
が
開
始
し
て
以
降
、
毎
回
、
十

二
～
二
十
二
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
間
、
認
知
症
の
ご
本
人
は
、
女
性
が
３
名
、

男
性
が
７
名
、
ご
家
族
は
十
八
名
の
方
が
交
流
会
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
他
に
、
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
の
お
世
話
役
の
方
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
あ
ん
し
ん

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
職
員
等
々
、
た
く
さ
ん
の
方
が
交
流

会
に
来
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
若
年
性
認

知
症
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。 

ご
家
族
が
若
年
性
認
知
症
と
の
診
断
を
受
け
、
今
後
の

生
活
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
不
安
を
抱
え
る

ご
家
族
に
と
っ
て
、
先
輩
介
護
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
何
に

も
代
え
難
く
、
交
流
会
の
場
で
の
情
報
交
換
を
大
き
な
支

え
に
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

大
き
な
山
あ
り
、
深
い
谷
あ
り
…
の
日
々
を
歩
ん
で
来
ら

れ
た
介
護
者
の
方
は
、
毎
日
を
い
か
に
楽
し
く
過
ご
す
か
、

ま
さ
に
工
作
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
た

「
日
々
を
喜
び
、
日
々
を
楽
し
み
、
日
々
に
感
謝
」
や
、「
福

よ
、
来
い
、
来
い
」
の
気
持
ち
で
、
交
流
会
に
も
、
と
に

か
く
楽
し
も
う
！
と
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

初
め
は
、
ご
家
族
だ
け
で
参
加
さ
れ
て
い
た
方
が
、
回

を
重
ね
る
う
ち
に
、
認
知
症
の
ご
本
人
を
連
れ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
お
知
り
合
い
を
誘
っ
て
来
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
と
少
し
ず
つ
仲
間
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
少
し
ず
つ
交
流
会
の
仲
間
が
増
え
て
き
た
時
に

も
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
期
待
を
持
っ
て
交

流
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
先
月
よ
り
も
今
月
、
今
月
よ
り
も
来
月
、
と
楽

し
く
、
有
意
義
な
交
流
会
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

  

毎
回
交
流
会
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
、
大
ら
か

な
気
持
ち
で
、
「
楽
し
か
っ
た
」
「
お
や
つ
が
美
味
し
か
っ

た
」
と
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
の
耳
に
心
地
よ
い
言
葉
が
並
び
、

嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。 

そ
こ
で
こ
の
度
、
敢
え
て
、
交
流
会
へ
の
ご
要
望
を
お

聞
き
し
て
み
ま
し
た
。 

そ
～
ぉ
？ 

そ
ん
な
に
言
う
な
ら
ひ
と
言
…
と
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

「
い
つ
も
主
人
と
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

交
流
会
の
帰
り
道
、
寂
し
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る

ん
で
す
よ
。
う
ち
の
主
人
は
話
し
か
け
た
り
し
て
も
反
応

が
鈍
い
で
し
ょ
。
だ
か
ら
、
歌
を
歌
う
時
も
、
ゲ
ー
ム
を

す
る
時
も
、
あ
ま
り
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
か
ら
誘
っ
て
も

ら
え
な
い
よ
う
に
感
じ
る
ん
で
す
。
帰
る
道
々
、
せ
っ
か

く
み
ん
な
が
集
ま
る
交
流
会
に
来
て
い
る
の
に
、
こ
ん
な

風
に
寂
し
い
気
持
ち
に
な
る
な
ら
、
二
人
で
過
ご
せ
ば
良

か
っ
た
な
ぁ
、
と
主
人
と
二
人
寂
し
い
気
持
ち
に
な
る
ん

で
す
。
も
う
少
し
、
主
人
に
も
声
を
か
け
て
く
れ
た
ら
な

ぁ
… 

主
人
が
楽
し
ん
で
い
る
と
、
私
も
嬉
し
い
。
主
人
が

つ
ま
ら
な
い
様
子
だ
と
、
私
も
悲
し
く
な
り
ま
す
。
」
と
、

い
つ
も
明
る
く
快
活
な
奥
様
か
ら
の
お
話
で
し
た
。 

確
か
に
、
私
達
ス
タ
ッ
フ
も
、
参
加
者
の
方
の
お
気
持

ち
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
は
、
強
く
誘
い
す
ぎ

て
良
い
も
の
か
躊
躇
し
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
つ
か
め
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
流
会
に
参
加
し
て
、
返
っ
て
寂
し

い
気
持
ち
に
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
思
う
と
、
申
し
訳

な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
や
は

り
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
良
か
っ
た
！
と
も
感
じ
ま
し
た
。 

お
知
り
合
い
に
な
っ
て
、
ま
だ
半
年
。
少
し
ず
つ
、
少

し
ず
つ
お
互
い
に
理
解
し
合
え
る
よ
う
に
な
れ
る
と
い
い

な
と
思
い
な
が
ら
、
改
め
て
、
先
月
よ
り
も
今
月
、
今
月

よ
り
も
来
月
、
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
有
意
義
な
交

流
会
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

半
年
後
、
奥
様
か
ら
ケ
ロ
ッ
と
し
た
表
情
で
、「
そ
ん
な

こ
と
言
っ
た
か
な
？
」
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
明
る
く
楽
し
い

交
流
会
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
。
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
も
毎
月
第
三
土
曜
日
に
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症
の

ご
本
人
・
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
勤
め

の
方
等
、
若
年
性
認
知
症
に
関
心

の
あ
る
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会 

若
年
性
認
知
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交
流
会
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よ
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買い物帰りに湊川神社に立ち

寄るのは、いつものコースです。 

（４月） 

焼きそばを作りました!! 

見本はダルマだったはず…  
ん？ 赤鬼・青鬼??? 

色紙に貼って…  
こんな風になりました。 
「おには～そと ふくは～うち」 

（１月） 

白玉ぜんざい、カラダが 

ぽかぽか暖まりました。 

 

（４月） 

快晴!! 
少し揺れましたが、 
楽しい船旅でした。 

おひなさまが作れて 

いいお土産になりました。 

力
ま
ず
、
無
理
せ
ず
、 

「
そ
れ
で
え
え
や
ん
」 

自
分
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。 

「
怒
ら
な
い
！
」 

 
 

 

 

多
分
、
き
っ
と
… そうそう、 

笑顔が一番

です！ 

 

こんな作品をつくりました。 

 

よっ、 
お見事！ 

2011.2.19 



第
１
回
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
様
子 

交
流
会
ス
タ
ッ
フ
よ
り 

十
九
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た 

今
後
の
交
流
会
に
つ
い
て 

 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
八
日
（
土
）、
神
戸
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
若
年
性
認
知
症
の
ご
本
人
・
ご
家
族
、

支
援
者
、
そ
の
他
若
年
性
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方
が
集

い
、
若
年
性
認
知
症
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
回

目
の
今
回
は
、
毎
月
「
若
年
認
知
症
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し

て
い
る
介
護
老
人
保
健
施
設
・
青
い
空
の
郷
（
神
戸
市
北

区
）
か
ら
、
作
業
療
法
士
の
土
橋
光
伸
氏
に
、
ま
た
、
若

年
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
絆
や
」（
奈
良
市
）
か
ら

代
表
の
若
野
達
也
氏
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
若
年
性
認
知
症
支
援
の
現
状
に
つ

い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

青
い
空
の
郷
・
土
橋
氏
に
は
、
若
年
性
認
知
症
に
つ
い

て
、
疾
病
の
基
礎
知
識
や
、
ご
本
人
・
ご
家
族
が
直
面
す

る
課
題
、
利
用
で
き
る
支
援
制
度
等
に
関
す
る
講
義
と
合

わ
せ
て
、
調
理
や
ス
ポ
ー
ツ
、
外
出
等
、
認
知
症
の
ご
本

人
・
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
が
共
に
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
青
い
空
の
郷
「
若
年
認
知
症
サ
ロ
ン
」

に
お
け
る
取
り
組
み
内
容
や
サ
ロ
ン
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
絆
や
・
若
野
氏
に

は
、
退
職
前
の
現
役
世
代
で
発
症
す
る
こ
と
も
あ
る
若
年

性
認
知
症
の
方
へ
の
就
労
支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
や
、

よ
り
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
す
る
た
め
に
行
っ
て

い
る
行
政
や
地
元
社
協
、
医
師
へ
の
働
き
か
け
の
状
況
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

お
二
人
の
お
話
を
聞
か
れ
た
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、 

・
若
年
性
認
知
症
の
問
題
点
に
つ

い
て
良
い
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。 

・
仕
事
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
関

心
を
持
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

・
サ
ロ
ン
の
課
題
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
参
加
者
も

協
力
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。 

・
こ
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る 

     

の
だ
な
…
と
感
心
し
、
親
身
に
な
っ
て 

熱
心
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

・
家
族
の
よ
う
な
感
じ
で
、
利
用
し
て
い
る
人
は
幸
せ
だ

な
…
と
感
じ
ま
し
た
。 

等
々
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
交
流
会
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
、
若
年
性
認

知
症
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
交
流

会
を
充
実
し
た
も
の
に
で
き
る
よ
う
、
前
向
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

土
橋
さ
ん
、
若
野
さ
ん
、
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

第
１
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
交
流
会
に
は
、
十
九
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

午
後
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
食
べ
る

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
お
買
い
物
方
々
、

近
く
に
あ
る
湊
川
神
社
を
ぶ
ら
り
と

散
歩
し
ま
し
た
。
比
較
的
温
か
い
日

で
、
外
出
す
る
と
気
分
も
良
く
、
歩

く
道
々
、
鼻
歌
も
♪
♪
♪
。 

  

初
回
で
あ
る
こ
と
に
加

え
て
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
る

と
三
十
名
を
超
え
る
人
数

で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
と
な

り
、
少
し
会
議
の
よ
う
な
雰

囲
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
日
常
生
活
の
中
で

抱
え
て
い
る
悩
み
に
つ
い

て
語
り
、
ま
た
、
介
護
者
が

気
を
抜
く
こ
と
も
大
切
…

と
お
互
い
を
気
遣
う
言
葉

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
う
い
っ
た
会
に
初
め

て
参
加
さ
れ
た
と
い
う
家

族
介
護
者
か
ら
は
、「
色
々
な
方
の
お
話
が
伺
え
て
、
と
て

も
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
ご
感
想
を
い
た
だ

き
、
介
護
を
続
け
て
い
く
う
え
で
は
、
同
じ
よ
う
に
介
護

に
向
き
合
う
仲
間
を
持
ち
、
介
護
者
自
身
が
力
を
抜
い
て

過
ご
せ
る
時
間
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。 

  

ま
だ
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
若
年
性
認
知
症
交
流

会
で
す
が
、
交
流
会
の
場
が
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

心
安
ら
ぐ
場
と
な
る
よ
う
、
ぽ
か
ぽ
か
と
暖
か
く
て
居
心

地
の
良
い
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
特
技
も
大
い
に
活
か
し
て
、
皆
さ

ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
音
楽
あ
り
、
運
動
あ

り
、
外
出
あ
り
…
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
、
楽

し
い
交
流
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
交
流
会
が
、
ご
本
人
・
ご
家
族
、
支
援

に
携
わ
る
専
門
職
以
外
の
方
々
に
も
、
若
年
性
認
知
症
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
一
歩
一
歩
前
進
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。 

                   

               

   

次
回
の
交
流
会
は
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
二
日
（
土
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
。 

今
後
の
交
流
会
は
、
毎
月
第
三
土
曜
日
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

開
催
案
内
の
チ
ラ
シ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

開
催
案
内
は
、
神
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
在
宅
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
他
、

各
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
、
在
宅
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
チ
ラ

シ
を
配
布
い
た
し
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 
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中央在宅福祉センターで、ケア

ワーカー（介護職員）をしており

ます藤村です。今回の交流会で、

若年性認知症を取り巻く厳しい

現状を改めて知り、身の引き締ま

る思いがいたしました。この会が

ご本人にとって、喜び・楽しみの

場に、ご家族の皆さまには、ほっ

とできる場となりますように微

力ながらお手伝いさせていただ

きたいと思っております。 

よろしくお願いいたします。 

スタッフをご紹介します！ 

長田在宅福祉センター、介護職員

の多田久美子です。初回交流会で

は、お散歩と買い物にご一緒させて

いただきました。今後もいろいろな

企画を考え、小柄なカラダを小回り

きかせ、少しでもホッとできる場に

していきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 


